
- 1 -

独立行政法人国立科学博物館に係る業務の実績に関する評価（平成１４年度）

◎全体評価（法人全体を評価）

評価項目 評 価 の 結 果

国立科学博物館が果たすべき役割・機能のうち，社会教育施設としての展示活動，教育普及活動，及び研究施設としての研究活動等，国民に対するサ事業活動
ービスの提供を精力的に行っているとともに，ナショナルセンターとしても活動を展開しており，中期目標の達成に向けて着実に成果を上げている。ま

た，新館Ⅱ期展示の整備についても， 年度の公開に向けた準備作業が計画的かつ順調に進められている。16

観点例】展示活動 【

・研究成果を生かして，多くの人に親しまれる展示が展開されているか

特別展等では，企画の段階からその企画意図や学術的な意義，期待される成果などを明確にするとともに，展示する資料の選択や解説方法に工夫を凝らすなどして，来場

者にとってより魅力的な展覧会となるよう努力したと認められる。

研究成果の発表という意味では，企画展「バヌアツの植物と自然」や共催展示「世界最大の恐竜博 」などのように，同館の研究成果をもとにした展覧会を企画・監2002
修するとともに， 年度から始まった「上野の山発 旬の情報発信シリーズ」や企画展「おもしろ高分子展」などのように，広く国内の学術研究の成果を紹介する展覧会14
を企画している。さらに，従来の科学の枠にとらわれず，特別展「神秘の王朝－マヤ文明展」や特別企画展「光を楽しむ」など，様々な角度からのアプローチを試みている

ことは，来館者の層を広げ，より多くの人々に科学に親しみ関心を深める機会を与えるという観点からも高く評価できる。また，常設展示ならびに企画展等においては，よ

り多くの人に親しんでもらうために展示手法や解説方法に工夫を凝らしている。見学者に対しては適宜アンケート調査を実施するほか，入館者のセグメンテーションという

マーケティング的手法を導入し，試験的にインタビュー調査を行うなどして，満足度の把握と分析を行い，ニーズを反映した展示の実施に努めている。今後も，このような

活動が継続され，多くの来館者を惹きつけるような展示・展覧会が行われるよう期待する。

常設の展示に関しては，新館Ⅱ期の建物が竣工し， 年度のグランドオープンに向けて展示の基本設計及び実施設計を行っている。地球と生命と人類の相互の深い関係16
性をテーマに，最新の情報技術や展示手法を活用したメッセージ性の高い展示が制作されるものと期待される。また，本館の展示に関しては 「日本列島の自然史科学的総，

合研究」の 年間に及ぶ研究成果をいかにして展示に反映させるのか，その方策の検討を開始したようであり，今後の展開が待たれる。35

入館者数は，常設展示に関しては増加しているが，大規模な特別展を外部の施設で共催実施したこともあって，特別展・特別企画展の開催回数や日数が少なく，入館者数

が伸び悩み，結果として総入館者数が減少している。次年度以降は，展覧会の実施時期などを慎重に決定し，展覧会用のスペースを有効に活用するなど，改善に向けた努力

が求められる。

【観点例】教育普及活

・生涯学習推進のモデル機関として，青少年をはじめとした国民各層の知的欲求に応える教育普及活動，研修活動及び学習資源に関する情報提供活動の充実が図られているか動（研修を

含む）

教育普及活動については，子どもから高齢者まで幅広い層に応じた学習機会を，延べ 日間にわたって提供し，延べ 人が参加している。このなかには 「海外野860 50,581 ，

外観察会」や「高校生のための研究体験講座 「博物館の達人」の認定と「野依科学奨励賞」の表彰といった新規事業が含まれており，より幅広い層への学習機会の提供」，

が図られたといえる。また，学校教育との関係では，より効果的な博物館利用の促進のために「理科・総合的な学習の時間のためのティーチャーズガイド」を作成し配布す

るなど，連携・協力を深めるための努力を行ったことは高く評価できる。

研修活動については， 年度に引き続き，博物館職員や学校教員，青少年教育指導者を対象とした講座を多く開催し，全国規模で専門的職員の資質向上等に貢献してい13
る。特に，ミュージアム・マネージメント研修は同館が 年前から先駆的に実施してきたものであり，貴重な研修機会として多くの受講者を集めている。また，文部科学10
省が推進する教育情報衛星通信ネットワーク（エル・ネット）を活用して，展覧会に付随して開催された各種の講演会や，講座型の教育普及活動（ 科学史学校」等 ，ミ「 ）

ュージアム・マネージメント研修や学芸員専門研修など，同館独自の番組を数多く提供し，間接的な参加・受講の機会の拡大に努めている。
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なお，教育普及活動や研修活動では，参加者・受講者に対するアンケート調査を適宜実施し，満足度や要望の把握とフィードバックに努めている。これまで築いてきた活

動の質と量を維持するとともに，特に質を高める努力を続けて欲しい。

学習資源に関する情報提供活動については，まず学校教育に関して，団体見学の下見のために来館する教員等に対してはこれまでもティーチャーズセンターを通して的確

な情報提供を行ってきたが，加えて「理科・総合的な学習の時間のためのティーチャーズガイド」を新規に作成するなどして，より効果的な博物館利用に向けて積極的に情

報提供を行っている。日頃実物標本に接する機会の少ない児童・生徒等への教育活動を支援するための教材実習セットの館外貸出しも着実に実施されている。 年度も新14
しく２つのセットが開発され，貸出件数も順調に伸びており，高く評価できる。

標本資料の研究利用に関しては，我が国を代表する貴重なタイプ標本などに関する標本データベースの構築を継続し，所蔵する標本資料を電子情報化して提供する作業を

進めている。また，直接博物館を訪れなくても展示や館内の施設を楽しむことができるよう，学習資源コンテンツを充実し，かつ，ホームページ上でも専用のページを新設

するなど，積極的な対応を行っている。

教育ボランティアは，国立科学博物館の顔として，個々人の専門性・創造性を発揮して来館者一人一人に対応した形での学習支援や情報提供を行うなど，来館者に対する

きめ細かなサービスには定評がある。 年度はさらに，筑波実験植物園でも植物園ボランティアを導入し，上野地区でのノウハウを活かして，活動の定着を図っている。14
今後の展開が期待される。

【観点例】研究活動 資（

・自然史に関する科学その他の自然科学及びその応用（以下，「自然科学等」という。）の研究における世界の中核拠点となることを目指した活動が行われているか料収集及び

・国民共有の財産である標本資料を未来の人々に継承していくための標本資料の収集及び保管は，ナショナルコレクションとしてふさわしいか保管を含む）

自然科学等の研究を総合的に推進し，向上を図るため，総合研究として研究部全体で横断的な研究体制を組織して研究を進めているほか，研究部ごとに重点テーマを設定

して効率的に研究を行っている。とりわけ， 年度をもって終了した「日本列島の自然史科学的総合研究」をさらに発展させるものとして， 年度から新たに「西太平洋13 14
における島弧の自然史科学的総合研究」が始まっている。前者は 年という長期にわたって継続されたことによって大きな成果を挙げたと考えられるが，今後も長期的な35
研究の継続によって西太平洋各域の自然史的特性の解明が進むと同時に西太平洋という地域の中での我が国の特性が解明されるよう，期待したい。

経常研究については，館長裁量経費を活用しつつ，順調に研究を進めている。科学研究費補助金をはじめとする各種競争的研究資金の確保についても努力の跡が認められ

る。外部機関との連携を進めるにあたっては，広報用パンフレットを作成するなど，積極的な姿勢が見られる。これらを基にして行われる個々の研究活動が，結果として国

内外での評価につながるものと期待される。

標本資料の収集・保管については，研究活動を通して国内外のフィールドから貴重な実物資料が収集され，同館のコレクションとして登録されている。所蔵資料について

は，資料の特性に合わせて保存・保管の作業を行い最適な保存状態の維持に努めるとともに，国内外の研究者等の利用に供されている。他方で，産業技術史関係の大型資料

等については，資料に関する所在情報等を収集し，資料そのものは現地で保存するという新しい考え方に立った「産業技術史資料情報センター」を新設し，情報の収集・提

供と，研究ネットワークの構築を行っている。

国立科学博物館が所蔵する資料・情報については，データベース化の作業が着実に進められており，インターネットによる活用が促進されている。

収集・保管に関する目標・計画については，実態に即した在り方を具体的に検討する必要があるとともに，ナショナルコレクションの名にふさわしい資料の保存・保管の

方針や方法，登録・活用の在り方についても検証が行われるべきである。

【観点例】ナショナル

・科学系博物館のネットワーク活動の中心機関として，全国の科学系博物館の活動の発展に寄与しているかセンター機

・国内の科学系博物館を代表して，諸外国の博物館等との国際交流が積極的に行われているか能

国内においては，教育・研究活動等に関連する専門的な助言，標本資料の貸出し 「数学と遊ぼう 「すばる望遠鏡 「スポーツの科学」等の巡回展，学芸員専門研修等， 」， 」，

の各種研修，国内の科学系博物館を繋ぐネットワークの構築，博物館に関連する研究集会，シンポジウム，学会等の開催への協力など，全国の科学系博物館の中心的役割を

果たした。

国際的な博物館関係の会議等では，国際博物館会議( (略称 ))の国内委員会委員長に館長が就任し，新たに「国際博物館の日」の活動International Council of Museums ICOM
， ， （ ） （ ）を開始するなど 国内活動の取りまとめを通じて協力を行ったほか アメリカを中心とする科学技術系博物館のネットワーク やアジア太平洋地域科学館協会ASTC ASPAC

の会合に職員を派遣して，情報交換と交流に努めている。

また，国際深海掘削計画の国際共同利用センターである微古生物標本資料センターでは，資料の収集・保管を行うとともに，世界各国の研究者に標本資料とデータを提供

する役割を担っている。さらに，アジア及び環太平洋地域における自然史系博物館との研究協力を積極的に進め，研究職員を派遣するとともに，アジア各国から博物館職員
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及び研究者を招聘し，研究交流を行うなど活発な活動を進めていることは評価できる。

以上の活動は，ナショナルセンターとしての機能を果たしていると評価できるが，今後，新しい時代のナショナルセンターとして，全国の科学系博物館との情報ネットワ

ークの構築等，国内外での事業展開を行っていくため 「独立行政法人国立科学博物館の在り方に関する懇話会」の議論を踏まえつつ，総合的・体系的に整理し，グランド，

デザインを確立していく必要がある。

業務運営については概ね中期計画に基づく年度計画を達成したが，業務の効率化，組織の見直し，人事の在り方など，さらに改善可能な点があると思業務運営
われる。今後，より自律的・効率的な運営を実施するためには，組織運営の改善を検討し，企画立案機能の充実を図り，経営戦略を立てる必要がある。

【観点例】館長等のマ

・館長は，業務全般に関し，リーダーシップを発揮しているかネジメント

国立科学博物館の目的及び中期目標達成に向け，同館の有する機能を今後とも十二分に発揮していく視点から，現在及び将来の課題を確実に把握し，かつ経営戦略を構築

することを目的に，13年度にとりまとめた自己点検・評価について外部評価委員会による検証を行うとともに，その結果を受けて外部の学識経験者等と館内職員による「独

立行政法人国立科学博物館の在り方に関する懇話会」を設置し，外部評価委員会による提言の整理と，中長期的な視点に立った同館のグランドデザインの策定等を行ってい

る。法人の長として，各方面からの意見・要望を聴取しつつ，同館にとって最もふさわしい方向性を見極めようとする努力は高く評価できる。また，展示活動，教育普及活

動，研究活動のそれぞれにおいて主導性を発揮している。展示・教育活動においては，同館の活動の意義を積極的に社会に訴えかけるとともに，研究者の展示・教育活動へ

， ， 。 ， ， ， 。の積極的な参画を図り 様々な活動が総合的に展開するよう 活動の充実に努めている また 研究活動においては 館長裁量経費を重点的に配分して 成果を挙げている

・各役員間で意思疎通は十分に行われているか

定期的な役員会の他に，館長と理事は常時，館の運営について意見交換をおこなっている。理事は研究部門（新宿・筑波・目黒地区）と管理部門（上野地区）の調整に努

めている。さらに，必要に応じて監事に助言を求めており，役員間の意思疎通は十分に行われていると考えられる。

・役員が明確な経営理念を有しているか

館長は利用者満足を第一としつつ，時代の流れに対応した新しい取組を効率的に行うことを館の方向性の指針とするとともに，民間等外部機関・団体との連携協力をすす

め，例えば外部資金の導入に努めている。このことについては各種の機会を利用して全職員に周知するようにしている。博物館のミッションを中心として経営理念をさらに

明確化することにより，職員一人一人の理解を十分に図ろうとしている。

・監事は，中立的な立場で，適正にチェック機能を果たしているかどうか

業務の合理的かつ効率的な運営，及び会計経理の適正さの確保を目的として定期的に監査を実施している。

【観点例】効率性

・業務運営の効率化に向けて努力しているか

費用の効率化という点では，多面的に検討し，年度計画の各項目（光熱水量の節減，消耗品等の調達方法の見直し）に従って削減・効率化の努力をしている。消耗品等の

調達については効果が見られるが，光熱水料の節減については努力は認められるものの，自主企画展を前年度に比して多く開催したこと等により，結果的には経費の削減に

は至らなかった。使用実態を検討し，より計画的な削減目標を検討する必要があるのではないか。また，業務運営の効率化という組織運営全体に関わる点に関しては，外部

評価委員会の報告を受けて組織の見直し・改善に向けた検討がなされている。実質的な効率化のための動きが期待されるとともに，適切に評価を行うための観点や指標を開

発する必要がある。

【観点例】収益の増加

・外部資金，施設使用料等自己収入の増加に努めているか

外部資金に関しては，寄付金約 万円，受託研究等約 万円を獲得するなど，自己収入増加の努力の成果が見られる。自己収入の大半を占める入場料収入は，収2,800 6,700
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入目標額に比較し約 万円（ ％）の減，その他収入は，収入目標額に比較し約 万円（ ％）の増加となっている。科学研究費補助金，地球環境研究総合推進5,800 27.8 530 48.1
費などの競争的研究資金等や各種研究奨励金を獲得するため積極的に応募し，その結果，前年度と同じく多くの資金を獲得することができたことは，高く評価される。

入場料収入は，特別展等の企画内容に影響されるため，積極的な広報に努めたが，予定収入に達しなかった。予定収入額の見直しを含め，詳細な分析を実施し，今後の展

開に役立てる必要がある。また，収入は不足したものの，事務の効率化，及び外部資金の獲得に努めた結果，事業の推進に支障はなかった。なお，共催展示として開催した

「世界最大の恐竜博 （会場は幕張メッセ）においては，全体的な展示監修を行うなど，自己収入の獲得に努めた。2002」

【観点例】人事の適正

・計画的な人事交流の推進が図られているか

・人材育成が図られているか

， ， ， ， 。事務系の職員については 文部科学省 国立大学等と人事交流を計画的に実施するとともに 直接採用職員とのバランスを考慮しつつ 適材適所の人員確保に努めている

また，各種の研修等（新規採用者・転任職員研修，英会話研修，教養研修）の機会を設けるとともに，館内の様々な部署で経験を積むために人事異動を行い，博物館業務

の中核となるような人材の育成を図った。

今後は，例えば研究部門と事務部門の双方についてある程度の知識を持ち，効果的に連携をとることのできる人材や，特別企画展等の展示についてある程度専門的な知識

を持つ人材の育成を図るなど，中長期的な視野に立った人材の育成について検討が必要である。

研究職員は，公募によって優秀な研究者の確保に努めている。後継者養成については，東大・茨城大との連携大学院の大学院生，日本学術振興会特別研究員，科博独自の

制度による特別研究生を可能な限り受け入れ，研究指導を行い，自然史科学に関係する分野の後継者養成を行っている。自然史科学に関する研究及び教育が多くの大学から

消失する傾向がある中で，この分野における国立科学博物館の研究者養成はますます重要となってきており，このような取組は高く評価できる。

【観点例】その他

○評価結果の役職員の給与，人事等への反映状況等

・高い業績を上げた役職員に適切な処遇を行うような枠組みが設けられているか

役員については，役員給与規程において，期末特別手当について，評価委員会が行う業績評価の結果を勘案して， 分の の範囲内で増減することができるとされて100 10
いる。職員については，職員給与規程において，職員の勤務成績に応じて昇給，特別昇給及び勤勉手当の額を決定するとされている。

・著しく業績が低い役員についてどのような措置を行ったか

該当なし。

・業績が低いにも関わらず，給与・退職金の水準の適切な見直しが行われているか

該当なし。

・人事管理について業績を加味したものとなっているか

人事異動や昇任・昇格等，人事管理については能力主義の観点から勤務実績に基づいて選考を行い実施している。

【観点例】

○監事及び会計監査人の監査報告書・意見の活用等

財務諸表及び決算報告書，業務監査に関する監事の意見（ 会計監査結果報告書 ）並びに会計監査人の意見（ 監査報告書 ）を参照したところ，指摘事項はなく，健全「 」 「 」

な経営が行われているものと思われる。

○前記項目以外の評価委員会による指摘事項のほか，中期計画Ⅲ（予算（人件費の見積もりを含む。），収支計画及び資金計画），Ⅳ（短期借入金の限度額），Ⅴ（重要な財産の処分等

に関する計画），Ⅵ（剰余金の使途），Ⅶ（その他主務省令で定める業務運営に関する事項）についても，業務運営ＷＧにおける検討結果等を踏まえつつ，適宜記載
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特になし。

【観点例】総 評

・我が国唯一の国立の総合科学博物館として，自然科学等及び社会教育の振興を図る施設として先導的及び中核的役割を果たしているか

年度の国立科学博物館は，①業務経費の節減，②博物館の整備と公開の推進，③研究の推進，④教育・普及の充実，の全体的にわたり年度計画を順調に遂行し，バラ14
ンスのとれた発展に努めたといえる。

経年的にみると，まず公開の推進で，完全学校週５日制や福祉への対応ということから力を入れた「無料入館者の拡大」は，独法化直前の 年度を （ 人）と12 100 64,211
14 267 171,431 12 100 346,613すれば 年度指数は 人 と著しい伸びを示した また 社会の情報化への対応で増大を目指した ホームページへのアクセス数 も 年度を， （ ） 。 ， 「 」 ， （

人）とすれば， 年度は （ 人）と順調な伸びを示している。14 207 718,124
研究における「外部資金の導入」は，独法化してから行われるようになったので， 年度指数を （ 件）とすると， 年度指数は （ 件）と伸びている。教育13 100 12 14 175 21

・普及関係でも 「教育普及活動延べ参加者」の 年度指数 （ 人）に対する 年度指数は （ 人 「教育用貸出標本の利用」の 年度指数 （ 件）， ），12 100 39,806 14 127 50,581 12 100 36
に対する 年度指数は （ 件）と順調に伸びている。 年度には，以上のような特徴があった。14 153 55 14

各項目の個別評価を総合すると，我が国唯一の国立の総合科学博物館として，我が国の自然科学等の研究及び社会教育の振興を図る施設として役割を果たしていると評価

できる。独立行政法人となって２年目の年度であるが，中期目標・中期計画の達成に向けて着実に前進している。ナショナルセンターとして，14年度は産業技術史資料情報

センターを設置し，系統的な調査・研究を行うなど，その役割を果たしており，国際的にもアジア太平洋地域の中核的センターとしての役割を果たしている。業務運営の効

率化を実施しつつ，所与の予算や人員の中で展示・教育・研究活動の充実によく努めている。14年度の展示活動は，科学を多面的に捉えた新しい取組も見られ，国民の自然

科学への興味や関心を高揚するために重要な機能を担っている。今後は，新館Ⅱ期展示を早期に完成させるとともに本館整備をすすめ，さらに社会とのコミュニケーション

を図り，生涯学習社会における学習機会の提供に努め、親しまれ愛される博物館を目指すべきである。

研究活動は長期的な視野で捉え評価する必要があるが，14年度も計画的に実施されている。我が国の自然史科学の研究拠点として研究活動を行っており，自然史科学に関

する研究者の後継者養成についても努力が認められる。
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独立行政法人国立科学博物館に係る業務の実績に関する評価（平成１４年度）

◎項目別評価＜業務運営の効率化に関する目標を達成するためとるべき措置＞

（参考） 評価基準 指標又は評価項目※１

中期目標の各項目 中期計画の各項目 指標又は評価項目 に係る実績 評定 留意事項等

Ａ Ｂ Ｃ

業務運営の見直しを通じ経費 １ 標本資料の次世代への着実な 経費の削減率（毎 ％ ％ ％ 年度事業経費 ※事業経費とは，年度の1.5 1.0 1.0 14 Ｂ

の合理化を図ること。 継承及び国民へのサービスの向上 事業年度１％減） 以上 以上 未満 千円 総経費から人件費，新規1,262,600
運営費交付金を充当して行う を考慮しつつ，国において実施さ ％ 削減率 ％ ・拡充事業費，当該年度1.5 1.06

業務については，国において実 れている行政コストの効率化を踏 未満 限りの事業に要する経費

施されている行政コストの効率 まえ，運営費交付金を充当して行 （ 年度 千円） を除いたものである。13 1,276,147
化を踏まえ，業務の効率化を進 う業務については，業務の効率化 （削減率 ％）1.19
め，中期目標の期間中，毎事業 を進め，中期目標の期間中，毎事

Ａ年度につき１％の業務の効率化 業年度につき１％の業務の効率化 経費の節減努力状 定性的に記載

〈評価の観点例〉を図る。 を図る。 況

・省エネ製品等の活用等，経費の節減努力は行われているかただし，新規に追加される業 ただし 新規に追加される業務， ，

務，拡充業務分等はその対象と 拡充業務分等はその対象としな

， ，しない。 い。 経費の削減については 来館者サービスの向上を考慮しつつ

具体的には，光熱水量の削減， 経費全般について削減に努めた。

情報化，調達方法の見直し等を進

める。 ○ 光熱水料の削減

電気料については，節電を徹底したことにより，前年度に

比較し約 万円を削減した （前年度比 ％減）360 3.3。

ガス料及び水道料については，来館者へのサービス水準を

維持しつつ，水量の調整，こまめな温度調整を行い節約に努

めたが，特に猛暑の続いた夏期の使用量が増加したことや，

自主企画展を前年度に比して多く開催したことに伴い，前年

度に比較し約 万円増加した （前年度比 ％増）570 17.4。

○ 調達方法の見直し

・ 事務用消耗品の一括調達や競争契約の徹底，事務用に使

用する用紙の両面コピー等をより徹底したことにより，前

年度に比較し約 万円を削減した （前年度比 ％減）46 5.8。

・ 庁舎清掃業務について，東京地区の契約を一括して行っ

たことにより前年度に比較し約 万円を削減した （前年470 。

度比 ％減）25.6

Ａ２ 自己点検・評価及び第三者評 組織運営の改善状 定性的に記載

〈評価の観点例〉価を実施し 組織の見直しを含め 況， ，

・評価等を実施し，組織運営の改善は行われているか組織運営の改善を行う。

○ 外部評価

年 月に設置した「外部評価委員会」における検討結13 10
果が， 年 月に，委員長から館長に報告書として提出され14 8
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た。この報告書に，外国人研究者等による評価レポートを加

えたものを， 年 月に「外部評価報告書」として公表する14 9
とともに，同館のグランドデザインの策定と組織運営の改善

の検討を行った。

○ 組織の在り方に関して，企画力の充実や経営的視点の導入

等を目的として検討を行い， 年 月に組織改編を行うこと15 4
とした。

○ 独立行政法人国立科学博物館の在り方に関する懇話会

上記の外部評価委員会による提言を整理し，中・長期的な

視点から同館のグランドデザインや具体的な活動の方向性に

ついて検討する「独立行政法人国立科学博物館の在り方に関

する懇話会」を 年 月に設置した。館外の学識経験者及び14 8
1 15 8館内委員により，月 回程度のペースで会合をもち、 年

月を目途に中間まとめを行う予定である。

○ 評価指標等検討プロジェクトチーム

年 月に 「評価指標等検討プロジェクトチーム」を設14 12 ，

置し，当館の諸活動に対する自己評価を行う際の評価指標，

達成目標，評価基準について検討を開始し， 年 月を目途15 9
に中間まとめを行う予定である。
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◎項目別評価＜国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置＞

（参考） 評価基準 指標又は評価項目※１

中期目標の各項目 中期計画の各項目 指標又は評価項目 に係る実績 評定 留意事項等

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ１ 博物館の整備・公開 １ 博物館の整備・公開 新館Ⅱ期展示整備 定性的に記載

評価の観点例〉（１）生物の多様性，生物の進 １－１ 状況 〈

・新館Ⅱ期展示整備の取組は進んでいるか化，科学技術史等のテーマ展示 子どもから高齢者まで幅広い年

に重点を置いた体系的かつ自然 齢層，多様なニーズを持つ人々を

史科学と科学技術の発展過程の 対象に，実物が持つ迫力，研究者 年度のグランドオープンに向けて準備を進めた。16
調和のとれた展示を展開するた 等の人材資源を最大限に生かしな

， 。め，新館Ⅱ期の整備，公開を進 がら，感動を与え，自然科学等に ○ 新館Ⅱ期の建物については 予定通り 年 月に竣工した15 3
めること。 対する関心と理解を喚起するよう （鉄骨鉄筋コンクリート造，展示階地上３階地下３階，展示

な展示展開を図る。 室面積約 ㎡）6,000
このため新館Ⅱ期では，生命，

地球環境などの課題を理解する上 ○ 展示企画を専任で担当する新館Ⅱ期展示企画室を新設し，

で不可欠な生物の多様性，生物の 展示の基本設計を完成させるとともに，実施設計を行った。

進化等や我が国の発展を理解する 新館Ⅱ期展示では，地球と生命と人類の相互の深い関係をテ

上で重要な科学技術の発達の過程 ーマとして，メッセージ性を重視した展示構成を目指してい

などについて，最新の研究成果や る。

多面的な視野に基づくテーマ展示

に重点を置いた体系的な展示を行 ○ フロアごとに設置されている展示企画委員会をまとめる者

い，新たに展示面積を として，展示総括責任者を任命した。６，０００

程度確保してその整備・公開を㎡

進めるとともに，その後の施設・

展示の充実について検討を進め

る。

（２）国民各層の科学に関する ２－１ 入館者数の状況 定性的に記載（前年度入館者数及び過去 年間の平均入館者数 ※ 年度～ 年度は，5 13 16Ｂ Ｂ

知的欲求にこたえる特別展，特 特別展等の開催 戦略的な広報 （※） を併記） 定量的評価基準を設け， ，

別企画展の企画や常設展の展示 館内サービスの向上などに積極的 〈 ず，定性的に評価する。評価の観点例〉

方法・内容の改善等を通じ，入 に取り組み，入館者数の確保に努 年度評価基準・入館者数は，前年度及び過去５年間の平均実績に比してど 17
館者数の増加に努めることと める。 Ａ： 万人以上のような状況か 100
し 新館Ⅱ期工事の完成に伴い Ｂ： 万人～ 万人， ， 90 100
通年公開がはじまる平成１７年 特別展１回，特別企画展１回を開催するとともに 「上野の 未満，

度には， の入館者数 山発 旬の情報発信」等のように新たな視点に基づく展示の試 Ｃ： 万人未満百万人以上 90
を確保すること。 みを行い，数多くの企画展を実施した。入館者数は，常設展示

（企画展を含む）に関しては， 人（前年度 人）755,064 682,058
であり，増加している。大規模な特別展（ 世界最大の恐竜博「

）を館外で共催実施したこともあって，特別展・特別企画2002」
展の開催回数や日数が少なく，全体としては入館者数が伸び悩

み，総入館者数は前年を下回った。

108なお，館外の共催展示（会場は幕張メッセ）においては，

万人以上の入場者数を記録した。この展示に関しては，当館が

総合的な監修を行い，監修料を得た。
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○ 年度の総入館者数 人14 827,957
（ 年度の総入館者数 人）13 899,278
（過去 年間の平均入館者数 人） 入館者数が前年度5 879,639

に比べて減少し、

入館者数確保に向 定性的に記載（無料入館者数，延長時間における入館者数，外 過去５年間の平均Ａ

） 、けた取組状況 国語リーフレット等の作成部数及びこれらの前年度実績を併記 以下であったため

「Ｂ」とした。〈評価の観点例〉

・広報活動の取組はどのような状況か

○ 特別展等の広報活動

文部科学省記者会を通じて，各報道機関に資料配布を行う

とともに，関東地区の小中高校等にポスターやチラシを送付

した。展覧会のテーマに応じて，関連団体や公共機関，マス

コミ関係に対して積極的に戦略的な広報に取り組み，広報資

。 「 」 ，料等を配布した 特に特別企画展 光を楽しむ については

従来の展覧会と異なり，ファッション・芸術等の要素を多く

含むため，服飾・デザイン・芸術関係宛の資料配布を実施し

た。

○ マスコミ各社から出席を得て，当館の活動を説明するとと

， 。 ，もに 今後の活動に対して意見を交換する場を設けた また

上野のれん会に入会し，地元商店会やタウン誌『うえの』を

通じて，広報を図った。

○ 約 件のテレビ・ラジオ出演やマスコミの取材対応など900
を通じて，普及・広報活動を行った。

・無料入館，開館時間の延長などの取組はどのような状況か（３）季節，曜日等により開館 ３－１

時間を延長するなど，サービス 児童・生徒に対する第２・第４

の向上を図ること。 土曜日の無料入館，身体障害者・ ○ 無料入館

高齢者の無料入館等を継続し，開 （従来どおり実施したもの）

館時間の延長を行うなどにより， ・ 第 ・第 土曜日 高校生以下2 4
科学博物館への入館者層を広げ ・ 全日 障害者・高齢者等

る。 ・ みどりの日 全入園者

・ こどもの日 中学生以下

・ 文化の日 全入園者 ＊上野本館は特別企画展中で実施せず

（完全学校週 日制の実施に伴う変更）5
・ 毎土曜日 高校生以下対象 （←第 ・第 土曜日）2 4
（新たに実施したもの）

・ ノーベル賞展期間中（ 月 日～ 月 日）高校生以下3 19 6 9
・ 国際博物館の日（ 月 日） 全入館者5 18
・ サッカーＷ杯（ 月 日～ 月 日） 外国人旅行者5 27 7 7

以上の期間の無料入館者合計は， 人171,431
（前年度 人）103,890
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○ 開館時間の延長

8・ 特別企画展 光を楽しむ 開催期間中の金曜日は 午後「 」 ，

時まで開館。 回実施し， 人が入館。6 840
・ 特別展「マヤ文明展」開催期間中の金曜日も午後 時ま8
で開館。 回実施し， 人が入館。他の平日や土日祝日9 2,760
も適宜，時間延長を行った。

・ 年度から新たに，春休み，ゴールデンウィーク，夏休14
みについては，無休で開館することとした。

・ 年度から新たに，年始の 月 日から開館することと14 1 2
した。

・利用環境の改善はどのような取組を行ったか３－２

レストラン，ミュージアムショ

ップ等を充実し，入館者にとって ○ レストラン

快適な環境づくりに努める。 ・ 年 月から新館Ⅱ期建物で営業する新しいレストラン15 4
について，入館者以外の人々も利用できるテーマ型飲食施

設となるよう準備を進めた。施設面では，レストランから

新館１階の展示室が眺望できるよう，大ガラス面を設置し

た。

○ ミュージアムショップ

・ ミュージアムショップは，特別展にあわせて関連商品を

充実するなど，入館者に配慮した品揃えをした。

・ 出前出店を行った （幕張で開催した「世界最大の恐竜。

博 ，池袋所在の大型書店「ジュンク堂 ，神田で開催2002」 」

の「ブックフェスティバル」など ）。

（４）入館者本位の快適な鑑賞 ４－１ ○ 快適な鑑賞環境の形成

環境の形成のための施設整備を 段差の解消など体の不自由な入 ・ 特別展等で，身障者に配慮した展示として，触ることの

進めることとし，特に，身体障 館者の利用を考慮した見学動線を できる展示などを実施した。

害者，高齢者に対してやさしい 確保するとともに，身障者用トイ ・ 障害者等の利用の便を考慮して，本館地下１階通路と新

博物館としていくものとする。 レなどバリアフリーのための施設 館との連絡，及び本館地下出口から地上に出やすいように

また，環境保全への配慮，機能 整備を進める。 エレベータ等を設置した。

性・利便性の向上に努めるこ また，点字や音声ガイドによる ・ 館内外に案内表示板等を設置した。

と。 解説，案内の整備など，すべての

入館者にやさしい博物館として，

快適な鑑賞環境の形成に努める。

・海外からの入館者に対応した外国語による展示解説等の整（５）我が国を代表する科学系 ５－１

備はどのような状況か博物館として，海外からの入館 海外からの入館者に対しても親

者に対しても親切な博物館とな 切な博物館となるよう，英語等主

るよう，主要外国語による展示 要外国語による展示解説を充実す ○ 外国語リーフレット等の充実

解説，ガイドブック等の整備を るとともに 概要 リーフレット ・外国語リーフレット（英語，中国語，韓国語）を作成し，， ， ，

進めること。 ガイドブック等の作成に努める。 配布した。

年度新規印刷部数 英語版 部14 10,000
中国語版 部0
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韓国語版 部0
外国語リーフレットは， 年分程度を想定して作成して2
いるが，英語版の需要が多く，追加作成した。

・日本語・英語併記の要覧（ 年度版）を作成した。14
・ガイドブックの英語版を引き続き作成した。

Ｃ Ｂ２ 自然科学等に関する資料の ２ 自然科学等に関する資料の収 標本資料の収集数 ％ ％ ％ 約 ％増（前年度比）5.0 2.7 2.7 1.0
収集，保管（育成を含む ， 集，保管（育成を含む ，公衆 の前年度比率 以上 ～ ％ 未満 （前年度は約 ％増）。） 。） 5.0 0.7
公衆への供覧 への供覧 未満

標本資料の収集数

（１）科学系博物館のナショナ の前年度比率は中

ルセンターとして，自然科学等 １－１ 標本資料の収集・ 定性的に記載（標本資料の収集数，産業界等関係機関からの寄 期目標の数値に達Ｂ

、に関する標本資料を収集，保管 標本資料の収集については，過 保管等の状況 贈標本・交換標本等の受入数及びこれらの前年度実績を併記） しなかったものの

し，これらのコレクションの充 去の実績，収蔵庫の状況，寄贈件 資料の特性に合わ〈評価の観点例〉

実に努めること。資料の収集目 数の動向を踏まえつつ，適時適切 せた保存・保管作・標本資料の収集及び産業界等関係機関からの寄贈標本・交

標は，科学博物館全体として な収集を行い， 業が的確に行われ前 前年比５％の増加 換標本等の受入の状況はどうか

を目標とする。 を目指し，研究活動と一体的に進 ていたため 「Ｂ」年比５％増 、

特に日本・アジアを中心に， める。保管については，常に良好 標本資料の収集・登録作業を着実に進めるとともに，標本資 とした。

自然史関係分野の標本資料の収 な保管環境を維持する。 料数の登録方式の見直しを行った。その結果，登録された標本

集・充実に努めるとともに，産 １－２ 資料数は前年度と比較して約 点増加した。34,000
業技術史を含め，科学技術史を 自然史関係分野では，積極的に （前年度の増加数 点）22,000
理解しうる標本資料の収集，保 標本資料の収集・充実に努め，我

管を充実していくこと。 が国における自然史のナショナル ・ 我が国及びその沿岸域はもとよりアジア地域において，

コレクションを体系化する。 動植物の標本資料の積極的な収集に努め 「相模灘及びそ，

」また，体系的な収集，保管が遅 の沿岸域の動植物相の経時的比較に基づく環境変遷の解明

れている我が国の発展を支えてき プロジェクトでは，約 点の標本を収集し， 年度9,000 14
た産業技術史を含め，科学技術史 から新たに開始した「西太平洋における島弧の自然史科学

を理解しうる標本資料の収集，保 的総合研究」のプロジェクトでは，台湾で約 点，フ4,000
管を充実する。標本資料の収集に ィリピンで約 点の標本を収集した 「深海性動物相の3,000 。

あたっては，寄贈，寄託等，産業 解明と海洋生態系保護に関する基礎研究」のプロジェクト

界等関係機関の積極的な協力が得 では，約 点の標本を収集した。5,000
られるよう努める。 これらプロジェクトで得られた標本については整理と研

究を進めているが，ヒメエンコウガニ科の 新種をはじめ2
貴重な標本が含まれていることが判明している。

・ 地学関係では，プロト直閃石を含む日本で発見された新

鉱物４点（タイプ標本）と外国産新鉱物４点，マックアル

パイン石を含む日本新産鉱物４点，その他稀産鉱物 点108
を収集して登録した。著名な櫻井鉱物コレクションのうち

日本産鉱物約 点について鉱物学的に再検討を行って1,800
登録し，研究及び展示に活用できるようにした。

また，日本で初めて珪藻化石による地層の年代決定を研

究し，その基礎を確立した金谷太郎氏による珪藻化石コレ

クションを，多くの研究者が利用できるように当館に受け

入れた。今後の微古生物研究の参考標本として極めて重要

な資料であり，現在，標本情報を整理しつつ公開準備を進
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めている。

・ 理工学関係では，江戸時代末期の和算資料として極めて

重要な船山家資料一式および月起源隕石等 件の資料を33
収集した。また，産業界と連携して主に近代における我が

国の産業技術資料の所在情報の収集に努め，スーパーカミ

オカンデ関連の資料情報等 件の産業技術史の重要な1,244
資料情報を収集し，累計で 件となった。7,815

（標本数等）

・ 年度末現在，登録標本数 3,332,700点14
（前年度 3,298,626点）

・標本資料の保管並びに研究利用に関する状況はどうか

哺乳類の骨格標本や剥製，魚類の液浸標本，植物の押し葉標

本等，多種多様な標本資料をそれぞれの特性に合わせてさまざ

まな形態で収蔵している。収蔵庫では，それぞれの標本に適し

た温度湿度の管理をし，年 回の防虫作業も実施している。定2
期的に標本資料の点検を行い，液浸標本等には保存液を補充す

るなど，最適な保存状態の維持に努めている。

これらの標本資料については、広く国内外の研究者や大学院

生等による研究目的の利用に供し，学術研究の進展に資するよ

う努めている。

（２）保有する標本資料等につ ２－１ 標本資料の電子情 定性的に記載（電子情報化件数（新規・累積）を併記） ※ 年度～ 年度は，Ｂ 13 16
いては，平成１７年度までに 保有する標本資料等を未来に継 報化の状況 定量的評価基準を設け〈評価の観点例〉

を電子情報化するこ 承するため，電子情報化を推進す (※) ず，定性的に評価する。１５０万件 ・標本資料の電子情報化への取組は進んでいるか

と。 る。電子情報化にあたっては，マ 年度評価基準・標本資料情報等のホームページ上の公開が進んでいるか 17
ルチメディア技術とインターネッ Ａ： 万件以上150
ト等の情報技術を活用して，国民 ○ 我が国を代表する貴重なタイプ標本などを対象とする標本 Ｂ： 万件～ 万件135 150
に提供する。 データベースを引き続き構築し，公開提供中のデータベース 未満

には新たな情報を追加拡充した。 Ｃ： 万件135
電子情報化した標本資料等の累積件数は 件となっ995,584

た （前年度 件）。 852,172
標本資料情報のホームページで公開したデータベースは，

データベースである （前年度 データベース）36 34。

Ａ（３）展示については，入館者 ３－１ 通常の展示活動の 定性的に記載

〈評価の観点例〉の科学理解を増進し，知的満足 通常の展示において，入館者の 取組状況

・入館者の満足度はどのような状況か度を向上させるなどのため，点 満足度等を調査，分析，評価し，

検・評価を行うなど改善への取 常に改善を行うこと等により，時

組みを進め，常に魅力ある展示 代に即応し，入館者のニーズに応 ○ 入館者の満足度に焦点を当てた効果的な調査，分析，評価

に努めること。 えるとともに，展示の陳腐化，マ 方法を検討するために，外部機関との共同研究を開始した。

特に，特別展，特別企画展， ンネリ化を避け，常に魅力ある展 入館者のセグメンテーションというマーケティング的手法を

企画展の実施にあたっては，そ 示を維持するものとし，興味関心 導入し，試験的にインタビュー調査を行った。入館者にとっ
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れぞれの企画段階で意図，期待 のもたれる展示を目指して再入館 て魅力のある展示をつくり，満足度の高い博物館となるよう

する成果，学術的な意義などを 者の確保に努める。 改善していく予定である。

明確にし，展示方法，解説など

・再入館者を確保するためにどのような取組をしているかについて科学博物館の人的資源

を最大限にいかして，毎年計画

， ， （ ，的に実施するなど，より多くの ○ 年度は 例年に比べ 企画展等を多く実施 特別展１回14
人が満足するような魅力あるも 特別企画展１回，企画展 回，旬の情報発信３回）し，その12
のを提供すること。 予告チラシの配布等広報活動に力を入れ，再入館者の確保に

努めた。また，次回展覧会の予告チラシを配布したり，教育

普及事業などイベントの紹介ポスターを掲示するなどして，

再入館者の確保に努めた。

参加体験型展示等の導入に関する取組はどのような状況か３－２ ・

ハンズ・オンによる体験活動等

を通じて入館者が楽しみながら， ○ 企画展「スポーツの科学 「夏休みサイエンススクエア ，」， 」

学べるようエンターテイメント性 「おもしろ高分子展 「さがそう！間違い？科学館 ，特別」， 」

に配慮するなど多様な手法を的確 企画展「光を楽しむ」等において，参加体験型の展示コーナ

に用いた展示に努める。 ーを設け，展示に関する理解の促進に努めた。

○ 従来から参加体験型展示を行っている新館 階， 階のた2 3
んけん広場では，楽しみながら学べるように，多様な手法を

， 。用いて展示を維持管理するともに 改良・試作等を実施した

Ａ Ａ３－３ 特別展の開催回数 １回以上 ０回 １回 ( 日）58
特別展は （前年度 ２回， 日）毎年１回６０～９０日 92

程度， 毎年１回４０特別企画展は

～９０日程度， 毎年５～企画展は

実施することとし，それ９回程度

Ａぞれ企画段階で意図，期待する成 特別企画展の開催 １回以上 ０回 １回 （ 日）34
果 学術的な意義などを明確にし 回数 （前年度 ２回， 日）， ， 138
展示方法，解説などについて科学

博物館の創意工夫等を凝らした，

魅力的なものになるよう努める。

Ａまた，実施にあたり，入館者の 企画展の開催回数 ９回以上 ５～８回 ５回未満 回12
満足度等を調査，分析，評価する ＋旬の情報発信 ３回

とともに，この調査結果を展示に ＋館外での共催展示 １回

反映する。 （前年度 ９回）

なお，特別展等の開催は科学博

Ａ物館をより多くの人々に知っても 特別展等の取組状 定性的に記載

〈評価の観点例〉らう絶好の機会でもあり さらに 況， ，

・特別展等は，企画段階で意図，期待する成果，学術的な意関係機関との連携・協力の場とし

義などを明確にして実施されたかても重要な意味をもっているた

め，一層充実していく。その際，

関係機関，民間企業等から広報面 ○ 特別展等の実施計画に当っては，特別企画展等企画委員会

資金面でも可能な限り協力が得ら において，展示企画の意図，学術的な意義，期待される成果

れるよう積極的に働きかけるもの を検討し，展示資料の選択，展示方法の工夫，展示解説や図
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とする。 録・解説書の編集方針などについて，専門的な立場からの意

見と合わせて，来場者にとってより魅力的な企画となるよう

に努めた。

○ 分かりやすく，楽しい展覧会とするために，過去に実施さ

れた特別展の実績やアンケート調査の結果から，触れる展示

を取り入れるよう努めた。

○ アンケートで開催希望が多かった環境問題に関する展示を

実施するなど，来館者の意見を反映させた。

○ 特別展等の企画意図に賛同が得られそうな外部団体に協力

・援助を積極的に依頼した結果，資金面だけでなく広報活動

にも協力を得られたものもあった。協力団体と科博の双方に

ついて，社会的認知度が高まったという成果があった。

各特別展等の具体的な実施内容は次のとおりである。

【特別展 回】 ★ 年度の実績1 13
○「神秘の王朝－マヤ文明展」 特別展 回】【 2

（ 日間開催 入場者 人） ○「イタリア 科学とテ15.3.18-5.18 58 205,585
古代文字から解き明かされた古代マヤ文明について，ホン クノロジーの世界」

ジュラスのコパン遺跡に焦点を当てて紹介した。 （ 日間13.7.14-9.2 44
）64,345人

「 」【特別企画展 回】 ○ 日本人はるかな旅展1
○「光を楽しむ」 （ 日間13.9.18-11.11 48

）（ 日間開催 入場者 人） 人14.10.31-12.8 34 35,714 71,699
光の性質，光と遊び，万華鏡の世界，さらに絵画やファッ

ションとの関わりについて紹介した。科学的事象に関して， 【特別企画展 回】2
「 」芸術やファッションなど多面的にアプローチすることによっ ○ 情報世紀の主役たち

て，より理解を深めてもらうとともに，新たな来館者層の開 （ 日間13.3.6-6.3 78
）拓を試みた。高齢者並びに万華鏡を目的とした見学者が予想 人46,461

外に多かった。 ○「化石の美と科学」

なお，この展覧会の開催に契機として，上野の本館及び野 （ 日間13.12.4-14.2.17 60
）外展示物（シロナガスクジラ， 蒸気機関車，ラムダロケ 人D51 46,747

ット発射台）のライトアップを開始した。

【企画展 回】9
【企画展 回】 ○「 夏休みサイエ12 2001
○ ノーベル賞 周年記念展－創造性の文化：個人と環境－ ンススクエア」「 」100

（ 日間開催） ○「日本の博物図譜」14.3.19-6.9 75
ノーベル賞創設 周年を機に，ノーベル財団が企画した ○「ノーベル賞 周年100 100

巡回展示の内容に「日本人受賞者コーナー」を加え，各受賞 記念展」

者の功績と創造性などを紹介した。大人用と子ども用の２種 ○「第 回植物画コン18
類のリーフレットを作成・配布するとともに，大学院生によ クール入選作品展」

るガイドツアーの実施等により，総合的な理解を促すことが ○「スミレ展」

できた。 ○「クレマチス展」
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○「ラン展」

○「スポーツの科学」 ○「鳴く虫」

（ 日間開催） ○「森のクラフト」14.7.6-8.4 28
全国科学博物館協議会の巡回展を，当館でも開催した。楽

しく体を動かしながら，運動技能や体力など，さまざまな角

度からスポーツを分析し，その秘密に迫った。参加体験型を

中心とした展示構成を選択した結果，見学者から高い評価を

得た。

○「おもしろ高分子展」

（ 日間開催）14.8.10-8.25 16
高分子学会設立 周年を記念し，高分子の最新の科学技術50

について，楽しみながら理解できる場を提供した。高分子学

会の全面的な協力のもと，解説員を配した参加体験型の展示

を行った結果，高い評価を得た。

○「さがそう！間違い？科学館」

（ 日間開催）14.9.14-10.14 30
敢えて展示に間違いを仕掛け，それを観察し確かめていく

ことによって，発見の喜びを体験したり，確実な科学知識の

習得を目的とする展示を行った。クイズ形式で，自ら参加し

考えるという新たな展示手法が好評を得た。

○「バヌアツの植物と自然」

（ 日間開催）15.1.2-2.16 40
～ 年度に実施した調査研究の成果をもとに，南太平10 13

洋バヌアツ共和国の山地雲霧林帯を中心に，隠花から顕花ま

での全般にわたる植物相とその自然を紹介した。併せて，バ

ヌアツ共和国の歴史や民俗の紹介も行った結果，見学者の興

味関心を高め，総合的な理解を促すことができた。

（毎年実施している企画展）

○「第 回植物画コンクール入選作品展 （上野）18 」

（ 日間開催）14.6.11-7.28 43
○「クレマチス展」

（ 日間開催）14.5.8-6.9 29
○「夏休みサイエンススクエア」

（ 日間開催）14.7.23-8.25 34
○「ラン展」

（ 日間開催）14.11.17-11.24 8
○「第 回植物画コンクール入選作品展 （筑波実験植物園）19 」

（ 日間開催）15.3.4-3.16 12
○「鳴く虫」展

（ 日間開催）14.9.1-9.8 7
○「森のクラフト」展

（ 日間開催）14.10.20-12.23 56
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【上野の山発 旬の情報発信シリーズ】

新たに企画・実施したこのシリーズは，その時に社会におい

て大きな話題となっている科学的なトピックについて，速報性

を重視しつつ，展示や実験等のデモンストレーションを中心と

して展開し，博物館として積極的に時宜的な情報を発信してい

こうとするものである。

年度は， 世紀の大きな問題のひとつである地球環境問題14 21
に関するテーマを中心に，自然科学に関するテーマについて，

大学を中心とした外部機関との共催や協力をしながら３回実施

した。

○ 第１回「環境問題に挑戦する！－科学技術は地球を救える

か？－」

（ 日間開催）14.10.16-10.27 11
TURNS（協力：東北大学

地球環境・インナースペーステクノロジーグループ）

地球規模の環境問題や大学で進める最先端の環境科学への

取組を紹介する展示を行った。

○ 第２回「小柴氏・田中氏ノーベル賞受賞記念展」

（ 日間開催）14.10.26-12.15 44
（協力：東京大学，東北大学，島津製作所）

小柴氏・田中氏のノーベル賞受賞を記念し，両氏の業績，

並びに過去の日本人科学系受賞者の業績を紹介した。

○ 第３回「 年先から見てみよう－『生存』をめぐる私た100
ちの選択」

（ 日間開催）15.3.27-4.6 11
（共催：東京農工大学）

地球環境問題をはじめとする人類文明の諸問題の解決を目

指す生存科学への取組を紹介する展示を行った。

【共催展示】

○「世界最大の恐竜博 」2002
（ 日間開催 入場者 人）14.7.19-9.23 67 1,085,049
世界最大の恐竜の全身骨格から生物の巨大化と生態の謎を

最新の研究成果で解明し，新しい恐竜像を紹介した。

・特別展等の展示方法，解説は，創意工夫を凝らした魅力的

なものになるような取組となっているか

各特別展，企画展等の展示，解説の実施には，見学者に魅力

的な展示となるように取り組んだ。

○ 企画展「さがそう！間違い？科学館」においては，観覧者
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がみずから展示を見て考えて回答を出す形式の展示手法を採

用した。また，その効果を一層上げるため，代表的な設問の

解答をクイズ形式で回答する懸賞を実施した。

○ 特別企画展「光を楽しむ」において 「光とサイエンス ，， 」

「光とファッション 「光と絵画」の展示や「光の音楽会 ，」， 」

「光のファッションショー」を実施し，光に関して，科学的

な側面からだけではなく，芸術的な側面からのアプローチを

試み，好評を博した。

○ 特別展「マヤ文明展」では「 シアター」を設置し，考VR
古学の研究成果とバーチャルリアリティ技術を組み合わせた

「 」 ， 。仮想考古学 によってコパン遺跡を紹介し 好評を博した

入館者の満足度はどのような状況か・

○ 各展覧会においてアンケート調査を実施し 「ノーベル賞，

周年記念展」をはじめとする６つの展覧会では 「部分的100 ，

に興味深かった 「全体的に興味深かった」という肯定的な」

意見が ％を超え 「バヌアツの植物と自然」では ％を超80 75，

えた。

・特別展等毎に関係機関との連携・協力が図られるようどの

ような取組をしたか

○ 特別展等の企画・実施に当って，共催，協力，協賛，後援

などの手続きにより，展示資料の借用，広報援助，資金面の

援助等を得ることができた。

各特別展における取組は以下の通り。

・ 「ノーベル賞 周年記念展」を文部科学省，日本学術100
振興会と主催し，ノーベル財団，ノーベル博物館と共催す

， 。るとともに読売新聞社等の後援を得て 広報協力を受けた

また，メリルリンチ日本証券，住友製薬の協賛を受けた。

・ 「スポーツの科学」展において，財団法人日本サッカー

協会の展示協力を受けた。

・ 「夏休みサイエンススクエア」において，電気学会東京

支部，日本火山学会，社団法人日本 協会，ヤフー株式DIY
会社の協力を受けた。

・ 「おもしろ高分子展」において，日本高分子学会と主催

するとともに，朝日新聞社の後援を得て，広報協力を受け

た。

・ 特別企画展「光を楽しむ」において，東京藝術大学，学

校法人文化学園と共催するとともに，日本万華鏡倶楽部，

大日本印刷株式会社の協力を得た。

・ 「バヌアツの植物と自然」展において，アビー・メルシ
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ー・バンク・リミテッドの協賛を受けた。また株式会社サ

ウスパシフィックツアーズジャパンの協力を得た。

「 」・ 東北大学 の協力を得て 環境問題に挑戦する！TURNS
を開催した。

・ 東京大学，東北大学，島津製作所の協力を得て「小柴氏

・田中氏ノーベル賞受賞記念」展示を開催した。

・ 東京農工大学と共催で「百年先から見てみよう」を開催

した。

・利用者の興味関心を触発するような体制づくりが行われて３－４

いるか科学博物館が有する人的資源を

最大限に活かし，入館者の自然科

学等に対する興味関心を触発する ○ 展示資料や情報だけでなく，研究官を中心とする人的資源

ような体制を整備する。 を有効に使って，入館者に自然科学に対する興味関心を触発

するような体制づくりを整備するために次のような取組をし

た。

・ 特別企画展「ノーベル賞 周年記念展 ：科学史を専攻100 」

する大学院生によるギャラリーツアーを実施した。

・ 「おもしろ高分子展 ：各出展ブースに解説員を置き，」

展示解説，デモンストレーションを実施した。

・ 「さがそう！間違い？科学館 ：専門のインタープリタ」

ーを配置し，展示解説を実施した。

・ 「光を楽しむ ：万華鏡倶楽部メンバーによる展示解説」

を実施した。

・ 「環境問題に挑戦する！ 「百年先から見てみよう ：協」 」

力大学の教官，学生による展示解説，デモンストレーショ

ンを実施した。

・ 「バヌアツの植物と自然 ：植物調査に参加した研究者」

によるギャラリーツアーを実施した。

○ 展覧会の開催に当たっては，同時に各種講演会を企画・実

施し，展示内容について一層の興味関心を触発するよう努め

た。

○ 特別企画展「光を楽しむ」では，光をテーマとした音楽会

やファッションショーなど，芸術的なアプローチを試み，来

館者の興味関心を一層喚起した。

Ｂ３ 自然科学等の研究の推進 ３ 自然科学等の研究の推進 調査研究の実施状 定性的に記載

〈評価の観点例〉（１）総合科学博物館として自 １－１ 況

・研究資源の重点配分の取組はどのような状況か然科学等における世界の中核拠 自然史に関する科学その他の自

点になることを目指し，研究課 然科学及びその応用の研究におけ

，題に応じた柔軟な研究体制等に る世界の中核拠点となることを目 ○ 各研究部の会議及び全研究部員による研究部連絡会議等で

より，研究を計画的に実施する 指して，これに相応しい研究テー 総合研究及び重点研究として取り上げるべき研究テーマにつ

こと。その際，研究成果が展示 マを設定する。また必要に応じ， いて，科博が自然科学等の研究における世界の中核拠点とな

等を通じて国民の関心，理解の 大学や他の研究機関と連携を図 ることを目指すにふさわしいものであるか検討し，研究計画
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増進に反映されるという科学博 る。 を設定した。これらの研究は複数年次にわたるものであり，

物館の研究の特色を十分に発揮 このため，適時的確に研究評価 調査地域および研究分野，分担等を検討して年次研究計画を

すること。 を行い，重点的に推進すべきもの 策定し，標本資料の収集やそれに基づく調査研究を計画的に

自然史科学研究については， については，人材，資金を含む研 実施した。

主として日本，アジアを中心に 究資源の重点配分を行うよう努め 研究計画によっては，大学や他の研究機関と連携を図り，

自然物を記載し分類して，それ る。 共同研究，研究協力などが必要なものには，その体制整備を

らの相互の関係や系統関係を調 １－２ 図った。

べ，過去から現在に至る地球の 研究については，科学博物館と

変遷，人類を含む生物の進化の しての研究の継続性にも留意しつ ○ 年度に実施した総合研究及び重点研究は，中期計画中の14
過程と生物の多様性の解明を進 つ，１）科学博物館が研究部全体 計画のうち，総合研究 件，重点研究 件であり，それら2 3
めること。 で横断的研究体制を組織し，研究 の 研究については，重点的に進める研究領域を設定し，研

また，自然科学の応用につい を進める総合研究を「日本列島の 究資 源の重点配分を行った。

ては，主として人類の知的活動 自然史科学的総合研究」など３テ 重点配分を行った研究領域は次のとおりである。

の所産として社会生活に影響を ーマ程度，２）各研究部毎に重点

与えた産業技術史を含む科学技 テーマを設定し研究を進める重点 【総合研究】

術史資料など，保存すべき貴重 研究を「深海動物相の解明と海洋 ・ 相模灘およびその沿岸域の動植物相の経時的比較に基づ「

な知的財産の収集と研究を行う 生態系保護に関する基礎研究」な く環境変遷の解明」

こと。 ど７テーマ程度，３）経常研究に

具体的には 動物研究分野は 分けて研究を進める。 ・ 西太平洋における島弧の自然史科学的総合研究」， ， 「

あらゆる動物群を対象として， １－３ 本プロジェクトは 「日本列島の自然史科学的総合研究」，

種分類学，系統分類学，動物地 総合研究及び重点研究について の成果を基に，西太平洋の島弧を研究対象にして 年度か14
理学，形態学等の研究を行い， は，重点的に進める研究領域を定 ら開始したもので，島弧の成立過程を解読しつつ，現在の

種の多様性及び類縁関係の解明 めて研究資源を投下する。 地球環境を直接反映している微生物や菌類から多様な動植

を進める。 物及び古人類までの生物相を総合的に把握することを目的

植物研究分野は，植物に関す としている。

る系統分類学と種分化等その応

用分野（自然保護を含む ）に 【重点研究】。

関する研究を行い，種の多様性 ・ 深海性動物相の解明と海洋生態系保護に関する基礎研究」「

及び類縁関係の解明を進める。

地学研究分野は，岩石の成因 ・ ストランディング調査に基づく海棲哺乳類の形態学，生「

と地質体の形成過程や鉱物の生 物学等基礎的研究及び環境汚染物質蓄積の長期モニタリン

成条件の解明を進める。また， グとその影響評価等に関する病理学的研究」

古生物の系統進化，比較形態，

古生物地理，古生態の解明を進 ・ 地球環境変動に伴う古脊椎動物の適応放散及び形態進化「

める。 の研究」

人類研究分野は，人類の形態 年度から開始したもので，中生代の温暖地球から新生14
に関する進化学的研究を行い， 代に向かった寒冷化した環境変遷史に関連して，東アジア

人類の進化や分布の過程及び日 及び北アメリカの古脊椎動物や古無脊椎動物及び古植物に

本人の形成について解明を進め よる生物相の解析を試みる。その後氷河へと移行して，現

る。 在の地球環境を支配している周南極海流の成立や日本海な

どの縁海拡大について，陸域の古生物地理や海域における

プランクトン群集の変化，さらに地質体を構成する砕屑物

の供給源の研究から，脊椎動物の適応拡散を支えた古環境

事変の解読を進める。

Ａ１－４ 総合研究の実施状 定性的に記載
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〈評価の観点例〉総合研究は，次のように実施す 況

・大学等の研究機関との連携が図られているかる。

・研究計画に沿って実行されているか①「日本列島の自然史科学的総

合研究」は，平成１３年度，１４

年度において関東平野を中心とす ○「日本列島の自然史科学的総合研究」

る地域の調査を実施する。この研 年にわたって実施してきた本研究プロジェクトは， 年35 13
究成果は，日本列島の自然を理解 度をもって終了し， 年度は 年度の調査をとりまとめ，14 13
する基礎資料として自然史研究は 国立科学博物館専報第 号として発行するとともに，この成38
もとより，環境保全や生物多様性 果を展示として活用するための方策の検討を行った。

の保存などに関する諸活動に供す

る。 ○「西太平洋における島弧の自然史科学的総合研究」

②「西太平洋における島弧の自 初年度である 年度は，台湾およびフィリピンにおいて調14
。 ， ， ，然史科学的総合研究」は，平成１ 査を行った 台湾では スズメ目鳥類 ナガスクジラ科鯨類

４年度から開始し，日本列島の自 鱗翅目および半翅目昆虫類，シダ類，地衣類などの現世動植

然史に関する総合研究の成果を基 物と新生代植物化石並びに砂岩を中心とする岩石類の調査を

に，平成１７年度までにモンスー 行った。フィリピンでは，深海性カニ類と新生代及び現世貝

ン地帯における島弧の自然史のな 類を調査した。調査には当館の研究者 名が携わった。10
かで，特に日本列島を特徴づける

南方系生物相の起源の総合的な解 ○「相模灘及びその沿岸域の動植物相の経時的比較に基づく環

明を進める。 境変遷の解明」

5 2 14 23③「相模灘及びその沿岸域の動 ヶ年計画の 年目にあたる平成 年度は，科博研究者

植物相の経時的比較に基づく環境 名，外部委員 名を海生生物研究班と沿岸生物研究班の２班36
変遷の解明」は，平成１３年度か に分けて相模湾と相模灘海域及び房総半島南端，三浦半島な

ら開始する。１２０年前の生物学 らびに伊豆半島の沿岸域を中心に調査を行い，標本を収集し

黎明期に来日した外国人研究者に た。調査研究の結果，アイノコホシダを 年ぶりに確認する30
よる研究及び昭和天皇の約６０年 などの成果があった。また，収集した植物の一部は，挿し木

前の採集調査研究で明らかにされ などにより筑波実験植物園で育成研究をしている。なお，シ

た生物相と今回の調査研究を比較 モダカンアオイは急速に進む宅地開発による絶滅が危惧され

し，相模灘の環境変遷の解明を進 ている。

める。

Ａ１－５ 重点研究の実施状 定性的に記載

〈評価の観点例〉重点研究は，次のように実施す 況

・大学等の研究機関との連携が図られているかる。

・研究計画に沿って実行されているか①「深海動物相の解明と海洋生

態系保護に関する基礎研究」は，

平成１６年度までに，南西諸島に ○「深海動物相の解明と海洋生態系保護に関する基礎研究」 ★中期目標にある次の３

おける深海性動物相を包括的に解 年を 期として平成 年度から実施しており， 年度は プロジェクトについては4 1 5 14
明を進めるとともに，かつ有害物 第 期の 年目にあたる。 年度に引き続き南西諸島周辺海 年度以降に開始の予3 2 13 15
質による汚染状況を調査し，日本 域にて調査活動を行った。沖縄本島から宮古島，屋久島から 定。

近海での深海動物に関する生物地 沖縄本島及び奄美大島北方域にかけてドレッジ及びビームト ・ 種多様性遺産の植物「

理や汚染物質の生物蓄積現況の解 ロールにより多くの底生無脊椎動物を採集した。また，東シ 分類学的研究 －隠花

明を進める。 ナ海大陸棚斜面ではオッタートロールを用いて多くの魚類， 植物を中心として」

②「ストランディング調査に基 無脊椎動物を採集した。 ・ 日本人の起源に関す「

づく海棲哺乳類の形態学，生物学 現在，科博の研究者と大学等研究機関の研究者により分類 る人類学的研究」
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等基礎的研究及び環境汚染物質蓄 や汚染物質の調査研究活動が行われている。この研究は広く ・ 植物の紫外線防御等「

積の長期モニタリングとその影響 太平洋の生物相を解明し，海洋資源を保護・活用するために の環境制限因子と種

評価等に関する病理学的研究 は なくてはならないデータとして重要な意味を持つことから， の多様性の保全に関」 ，

ストランディング（漂着，座礁） 環太平洋の国々からも注目されている。 する総合研究」

した海棲哺乳類を年間２０～３０

件現地調査することにより，その ○「ストランディング調査に基づく海棲哺乳類の形態学，生物

系統進化と生態を解明し，長期モ 学等基礎的研究及び環境汚染物質蓄積の長期モニタリング

ニタリングによるストランディン とその影響評価等に関する病理学的研究」

グの原因の解明を進めるととも ヶ年計画の 年目にあたる 年度は， 都道府県 市5 2 14 22 54
72に，得られた標本資料は，環境汚 町村においてストランディングによって死亡したクジラ類

染の影響評価などの基礎資料に供 個体の調査，標本採集を行った。骨格標本をはじめ，生物学

する。 的データ，汚染物質分析用サンプルなどを採集し，調査研究

③「種多様性遺産の植物分類学 を進めた。

的研究－隠花植物を中心として 月に鹿児島県川内市に漂着したタイヘイヨウアカボウモ7
－」は，高い種多様性を維持して ドキは，調査研究活動により，我が国では初の，また世界で

いると考えられる地域の隠花植物 も 例目の極めてまれな個体であることが確認された。7
を中心に分類学的に精査し，種多

様性遺産としての科学的意味と価 ○「地球環境変動に伴う古脊椎動物の適応放散及び形態進化の

値の解明を進める。 研究」

④「地球環境変動に伴う脊椎動 ヶ年計画の 年目にあたる 年度は，中生代の温暖地球4 1 14
物の適応放散及び形態進化の研究 から新生代へ寒冷化した環境変動史に関連して古生物相の解

－中生代以降の四肢動物を例とし 析を行い，ワイオミング州産恐竜アパトサウルスについては

て－」は，とくに新生代における 記載学的研究が完了した。モンタナ州からサウスダコタ州に

地球規模の環境変遷史のうち，後 分布するヘルクリーク層は恐竜絶滅期の地層として世界的に

期始新世に始まる周南極海流の成 知られるが，その古脊椎動物と古植物資料から古環境を具体

。 （ ）立と氷期・間氷期の変動を，海洋 的に復元した その復元画像は米国地質学会の特別号 No.361
プランクトン群集の高精度変遷史 の表紙として紹介された。

を明らかにすることによって，化

石群集に記録された古気候・古海

洋環境の変遷史の解明を進めると なお 「産業技術史資料の評価・保存・公開等に関する調査，

」 ， ，ともに，海洋動物相，陸上古生物 研究 については 産業技術史資料情報センターの設置により

相から，海洋と大陸相互の環境変 同センターの事業として実施。

動史特性の解明を進める。

⑤「日本人の起源に関する人類

学的研究」は，化石人骨や古人骨

の形質人類学的研究を中心に，

の研究や考古学の分野からDNA
の協力を得て，日本人の由来およ

び形成の歴史の解明を進める。

⑥「産業技術史資料の評価・保

」 ，存・公開等に関する調査研究 は

我が国の産業の発展を支えた先人

の足跡を明らかにする資料を調査

研究し，産業技術史資料の所在情

報を収集するとともに，その集大

成・体系化を図る。
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⑦「植物の紫外線防御等の環境

制限因子と種の多様性の保全に関

する総合研究」は，植物が進化の

過程で獲得した紫外線の防御及び

環境制限因子等の機構について，

植物の生態との関連から総合的に

解明を進め，種の多様性の保全を

図る。

１－６ 館長裁量経費によ ＜全体評価における「館長等のマネジメント」として評価＞ ★ 年度の件数：動物13
研究者の能力を最大限発揮する る研究状況 研究部５件，植物研究部

ため，館長裁量による研究費を配 動物研究部６件，植物研究部５件，地学研究部４件，人類研究部 件， ５件，地学研究部４件，1
分し，研究を推進する。 理工学研究部２件，筑波研究資料センター４件，附属自然教育園１件，研 人類研究部１件，理工学

究協力室１件，合計24件の研究テーマについて，館長裁量経費によって重 研究部３件，筑波研究資

点的に研究費を配分し，調査研究を推進した。 料センター４件，附属自

24然教育園２件。合計

件。

Ａ（ ） ，２ 研究の実施にあたっては ２－１ 科学研究費補助金 定性的に記載（科学研究費補助金等各種競争的研究資金の実績

各種競争的研究資金制度の積極 科学研究費補助金等，各種研究 等の活用状況 を併記）

〈評価の観点例〉的活用，適時的確な研究評価の 資金制度を積極的に活用し，採択

，実施等，研究環境の活性化を図 率の向上に努める。 ・科学研究費補助金等各種競争的研究資金の確保については

どのような状況かること。また，共同研究及び研

究者交流の増を図るとともに，

研究成果の普及，活用は多様な 科学研究費補助金による各種研究プロジェクトが 件（約36
手法を用いてその増進を図るこ 億 千万円）採択された （前年度 件）1 2 27。

と。 新規採択率は ％であり，全国平均（ ％）を大きく39.1 21.3
上回った （前年度の新規採択率は ％）。 26.3
特に， 年度に採択された特定領域研究( )「我が国の科13 A

」 ，学技術黎明期資料の体系化に関する調査・研究 については

年度には計画研究 件，公募研究 件が確定し，当館が14 26 37
中心となって全国の大学，研究所，博物館等の研究者，研究

協力者数百名による組織的研究を開始した。なお，科博とし

ては，計画研究（総括班を含む）３件約 万円，公募研6,700
究３件約 万円を獲得した。600
また，科学技術振興調整費や地球環境研究総合推進費など

の競争的研究資金等５件，約 万円を獲得した （前年度3,300 。

は５件，約 万円）2,000

Ａ２－２ 共同研究等の状況 定性的に記載（外国との研究交流を含めた共同研究，受託研究

大学，産業界との共同研究，研 等の実施件数及びこれらの前年度実績を併記）

〈評価の観点例〉究者の交流を行うなど，外部機関

・共同研究及び受託研究等，外部機関との状況はどうかとの連携強化を図る。

○ 外部研究機関との共同研究等を積極的に推進するために，

新たに広報用パンフレット「かはくとパートナーシップを組
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んでみませんか？」を作成し，配布した。

年度の実施状況は，共同研究４件，受託研究 件，受14 16
託研究員１件であった。

（前年度はそれぞれ３件，６件，３件）

・学会，外国人研究者との共同研究や研究交流の状況はどう２－３

か外国の博物館や外国人研究者と

の国際共同研究など，国際交流を

含む研究交流を推進するための所 科博が中心となって，国内外の博物館・大学等の機関及び

要の体制を整備する。 研究者と協力して， 年度は以下のような国際的な共同研究14
を実施した。

○ 比較形態学，系統学，進化発生学などの手法を用いた脊椎

動物進化の研究実例の発表・討論を目的に古生物学セミナー

を実施し，最新の研究やその手法の教育，普及に努めた。カ

ナダ，アメリカ，イギリスなどの研究者の来訪時を中心に年

６回実施し，関東圏の大学，博物館研究者，大学院生など，

１回あたり 名から 名程度の参加があった。40 60

○ 特定領域研究( )「我が国の科学技術黎明期資料の体系化A
に関する調査・研究」において，共同研究を積極的に進める

ために，ボン（ドイツ）の日本文化研究所から研究者を招聘

し，国際研究集会を行った。

○ アパトサウルスに関する大英自然史博物館及びケンブリッ

ジ大学との共同研究を行った。

○ 科博研究者が，学術団体・学会の役員や委員として活動し

たほか，各種の自然史関連学会と共催・協力し，科博を会場

として「日本分類学連合 「自然史学会連合 「国際食虫植」， 」，

物会議」などを行い，国内外の研究者の研究交流を図った。

また 「国際人類学民族学会議」の一環として 「科学博物館， ，

の夕べ」を開催し，外国人研究者との交流を図った。

○ 「アジア及び環太平洋地域における自然史系博物館との研

」 ， ， ，究協力 は ９年度から積極的に進めており 年度は韓国14
台湾に４人の研究者を派遣し，調査研究を行った。また，派

遣した２カ国及びフィリピン，インドネシアから研究者を招

聘し，共同研究を行うとともに，自然史研究の現状や自然史

標本資料の管理・保管・利用に関するワークショップなど研

究交流を実施した。

○ ジャワ原人の頭蓋骨研究の国際共同研究プロジェクトを実

施するために，インドネシア政府機関である地質研究開発セ

ンターと研究協力協定を締結し，インドネシアの人類学及び

考古学研究者と共同調査研究等を行った。
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２－４ 研究成果の公表， 定性的に記載 （研究者一人当たりの平均論文数，研究報告等の ※国立科学博物館が発行Ｂ

研究成果については，研究報告 普及の取組状況 刊行数，研究集会の実施数及びこれらの前年度実績を併記） する研究報告書に掲載し

等を充実し，当該研究分野の発展 た論文を含む。〈評価の観点例〉

・研究者一人当たりの平均論文数の状況はどうか（※）に資する。さらに，研究集会，ホ

・研究報告等の刊行の取組はどのような状況かームページなどを通じ，積極的に

・研究集会の実施状況は，前年度に比してどのような状況か普及を図る。

また，研究成果をデータベース

化・公表することにより，本分野 研究成果の公表，普及を行うために，各種学術雑誌等に投稿

における研究の効率的な推進等に 発表し，学術図書あるいは一般啓蒙書として出版した。

貢献する。 『国立科学博物館研究報告』等の当館が編集発行する刊行物

でも公表，普及が行われた。また，研究集会における公表，普

及や研究成果をデ－タベース化することによるインターネット

での公表，普及も行っている。

年度１人当たりの平均論文数 点 （前年度 点）14 2.7 2.9
年度に科博が刊行した報告書等は以下の通り 点14 15

（前年度 点）18
・ 研究報告５シリーズ 種（前年度 種）11 14
・ 筑波実験植物園研究報告第 号（前年度同）21
・ 自然教育園報告第 号（前年度同）34
・ 専報第 号38
・ モノグラフ第 号（前年度同）23

Ａ Ａ４ 教育及び普及 ４ 教育及び普及 学習機会提供事業 定性的に記載

〈評価の観点例〉（１）子どもから高齢者まで幅 １－１ の実施状況

・教育プログラムのテーマが，子どもから高齢者まで幅広い広い層に自然科学等に関する学 子どもから高齢者まで幅広い層

層に学習機会を提供するものになっているか習機会を提供する事業を実施す に自然科学等に対する学習機会を

ること。実施にあたっては，科 提供する事業の充実を図る。自然

学博物館の人的資源，資料，施 の理解を深めるものとして「自然 小学生が気軽に学べる「かはくたんけん教室 ，小・中学生」

設等を最大限に生かし，国民の 観察会」など，科学技術について が継続的に学習する「かはくたんけんクラブ ，一般の方が専」

ニーズを反映しつつ，生涯学習 の理解を深めるものとして「楽し 門的なことを学ぶ「自然史セミナー」や「科学史学校」など幅

推進のモデル機関に相応しい事 い化学の実験室」など，また自然 広い層に自然科学等に対する学習機会を提供するとともに，研

業を展開することにより，平成 科学の総合的理解を深めるものと 究官，教育部の教育普及官，教育ボランティア，外部の講師等

１７年度には して「かはく・たんけん教室」な を活用し，上野本館を始め新宿分館，筑波実験植物園，附属自総参加者数４万５

を達成すること。 どの事業を実施する。実施にあた 然教育園，又は館外のフィールドを利用し効果的な教育活動を千人

っては，科学博物館の人的資源， 実施した。

資料，施設等を最大限に生かし， 年度は，次の活動を延べ 日実施した。14 860
内容の充実を図る。 （前年度は 日）766

○ 自然の理解を深めるもの

・ 小・中学生対象「子どもの自然教室」

・ 小学生以上対象「自然観察会」

・ 高校生以上一般対象「自然史セミナー」

など 種類，延べ 日実施22 412
（前年度は 種類， 日）18 372

○ 科学技術についての理解を深めるもの
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・ 小・中学生対象「楽しい化学の実験室」

・ 小学生以上対象「親と子の都市と建築講座」

・ 高校生以上一般対象「科学史学校」

など 種類，延べ 日実施8 53
（前年度は９種類， 日）55

○ 自然科学の総合的理解を深めるもの

・ 小学生以上一般入館者を対象「かはくたんけん教室」

「 」・ 小・中学生とその保護者を対象 親子ふれあい実習教室

など 種類，延べ 日実施6 395
（前年度は４種類， 日）339

○ 海外野外観察会

従来より野外観察会を実施してきたが， 年度は新たに海14
外をフィールドにした観察会を実施した 「モンゴル高原に。

おける恐竜発掘現場の観察会 「ハワイ島における火山観察」，

」 「 」会 及び タイ王国ドイ・インタノン山における植物観察会

の３コースを設定し， 名の参加があった。実際に研究が行69
われている現場を，身をもって体験することができるプログ

ラムとして，参加者から好評を得た。

○ 高校生のための研究体験講座

高校生を対象に，３～４日の期間で講義やフィールドワー

クを通じて自然史研究の基礎的な知識や方法を学ぶための講

座を新規に実施した 「島の野生動物について 「高原の自。 」，

然と植物について 「活火山とテクトニクス」の３コースを」，

設けた。各コースの参加者を 名程度とし，専門の研究官が10
指導にあたった。参加者同士や研究官との交流が図られ，今

後の進路選択にも役立ったと参加者から好評を得た。

参加者数の状況 定性的に記載 （参加者数及び前年度実績を併記） ※ 年度～ 年度は，Ａ 13 16
（※） 定量的評価基準を設け〈評価の観点例〉

ず，定性的に評価する。・参加者数は，前年度に比してどのような状況か

年度評価基準17
年度の教育活動参加者は延べ 人で，前年度比で Ａ： 人以上14 50,581 3.1 45,000

％増加した （前年度の延べ参加者数 人） Ｂ： 人～ 人。 49,056 40,500 45,000
未満

Ｃ： 人未満40,500

Ａ１－２ 青少年を対象とし 定性的に記載

〈評価の観点例〉自然科学等に関する青少年の種 た啓発活動の状況

・植物画コンクールはどのように実施されたか々の活動を対象としたコンクール

・少年科学クラブの活動はどのように実施されたか・発表会の実施など，自然科学等

に関する啓発活動を充実する。

コンクールとしては「植物画コ ○ 第 回植物画コンクール19
， ，ンクール」を毎年１回実施する。 植物画を描くことによって 植物のすがたを正しく観察し

また，青少年に対する自然科学等 植物の持つ特性をより深く理解するとともに，植物に対して
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に関する啓発活動として「少年科 興味を持ち，あわせて自然保護への関心を高めることを目的

学クラブ発表会 を毎年実施する として，植物画コンクールを実施し，文部科学大臣賞をはじ」 。

め106点の入賞作品を選考した。

応募点数は，小学生の部4,605点，中・高校生の部1,446点

一般の部227点で，合計6,278点であった。

（前年度はそれぞれ3,824点，1,965点，291点）

入選作品は3月4日～16日に筑波実験植物園で展示した。

○ かはくたんけんクラブ

自然科学に継続的に関わり合いを持たせながら，実験，観

察，現地見学，講義，討議，展示製作，プレゼンテーション

等の多様な学習手法を効果的に組み合わせて，青少年の科学

的なものの見方・考え方を育むことを目的として実施した。

クラブの過去の参加者には高校生サポーターとして参加を求

め，異年齢間の交流を図った。

・ 実施期間 月～ 月7 12
・ 参加者 小 ～中 年生 名，高校生ｻﾎﾟｰﾀｰ 名5 3 35 6
・ 研究テーマ 人のからだ

・ 発表会 月 日(日)， 日(月)12 22 23
製作物とパネルによる展示及び実演を行

った。

○ 「博物館の達人」認定

全国の小・中学生が主体的な学習の場として博物館を活用

することを促進し，科学・技術への興味関心を高め，科学す

る心を育てることをねらいとして 年７月から「博物館の達14
人」認定事業を開始した （ 年度の認定者は 人）。 14 67

○ 「野依科学奨励賞」表彰

年ノーベル化学賞受賞者である野依良治名古屋大学大2001
学院教授の協力を得て 「博物館の達人」認定に合わせて創，

設した 「博物館の達人」の申請にあたり，小論文を提出し。

， ， ，た者の中から審査の上 優れた小論文を提出した者に また

優れた科学教育活動の指導・支援の実践報告書を提出した学

校教員，科学教育指導者に対し，審査の上，この賞を贈呈し

た （ 年度の表彰者は 件 人）。 14 11 20

Ａ（２）保有する豊富な標本資料 ２－１ 教育用学習資源デ 定性的に記載

〈評価の観点例〉等の電子化を進め，マルチメデ 科学博物館の活動等を積極的に ータベースの構築

・教育用学習資源データベースの構築の取組は進んでいるかィア技術とインターネット等の 国内外に発信するため，魅力ある ・提供状況

情報通信技術を活用して，学習 ホームページ作り，英文での情報

資源として国民に提供するこ 提供の充実などを図る。また，保 ○ 情報化委員会の下に設置している「バーチャルミュージア

と。 有する標本資料等，豊富な学習資 ム開発特別委員会」において，以下の学習資源コンテンツの

源をマルチメディア技術とインタ 検討を行い，開発に着手した。

「 」ーネット等の情報通信技術を活用 ・ 新館１階の展示室を仮想見学する 海洋生物の多様性

して 「魚類 「コケ類 「鉱物」 を作成し，公開した。， 」 」
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「縄文人 「航空機・ロケット」 ・ 筑波実験植物園を仮想来園する「筑波バーチャル植物」

などの教育用学習資源データベー 園」を作成した。

スを構築し，国民に提供する。 ・ 研究部職員が講師をつとめる野外での観察会を仮想体

験する「磯の観察会」の作成に着手した。

「 」・ これまでに実施した展覧会の中から 化石の美と科学

と「光を楽しむ」をパノラマ映像で紹介するバーチャル

特別展示を作成し，公開した。

，・ バーチャルミュージアムのホームページを立ち上げて

今年度までに作成したバーチャル展示室，過去の常設展

・特別展，かはく舞台裏など，インターネットを活用し

た学習資源コンテンツ等をひとつにまとめて公開した。

（３）ホームページのアクセス ３－１ ホームページ充実 定性的に記載（ホームページアクセス件数，ホームページ上に ※ 年度～ 年度は，Ａ 13 16
件数については，平成１７年度 ホームページによる博物館事業 への取組状況 公開した標本資料情報数及びこれらの前年度実績を併記） 定量的評価基準を設け

に を達成するなど に関する情報等の充実を図る。 ず，定性的に評価する。６０万件以上 〈評価の観点例〉

・ホームページによる情報提供内容の充実は図られているかインターネット等を活用して情

報の積極的な発信に努め，博物 年度評価基準・ホームページアクセス件数は，前年度に比してどのような 17
館事業についての広報活動の充 Ａ： 万件以上状況か 60
実を図る。 Ｂ： 万件～ 万件54 60

○ 公開中のホームページの充実を図った。 未満

・ 筑波実験植物園のホームページをリニューアルした。 Ｃ： 万件未満54
・ 企画展，特別展などの案内の予告等を迅速に行った。

・ バーチャルミュージアムのホームページを作成・公開

した。

・ 建設中の新館Ⅱ期工事のレポートを作成・公開した。

・ 15年度に閉鎖するみどり館について，メモリアルペー

ジを作成・公開した。

・ 「かはく応援団」のページを作成・公開した。

・ ダウンロードのページを設けて，国立科学博物館の要

覧及び上野本館のパンフレット類の ファイルを作成PDF
し，公開した。

・ 英語版のホームページを全面的にリニューアルし，日

本語版のホームページとの連携を図った。

○ 年度のアクセス数 件（前年度 件）14 718,124 555,953
年度のホームページに公開した標本資料情報数14

件（前年度 件）200,435 184,620

３－２ 広報活動状況 ＜前出の「入館者数確保に向けた取組状況」として評価＞

特別展等の開催時における展

示内容及び館内教育普及活動の周 ○ 特別展等の広報活動

知のために 科学博物館ニュース 文部科学省記者会を通じて，各報道機関に資料配布を行うとともに，， ，

ポスター，リーフレット，プレス 関東地区の小中高校等にポスターやチラシを送付した。展覧会のテーマ

リリース等により，教育委員会を に応じて，関連団体や公共機関，マスコミ関係に対して積極的に戦略的

はじめ社会教育施設，各小・中・ な広報に取り組み，広報資料等を配布した。特に特別企画展「光を楽し

高等学校，報道機関，旅行業者等 む」について，従来の展覧会と異なり，ファッション・芸術等の要素を
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への積極的な情報の発信を図る。 多く含むため，服飾・デザイン・芸術関係宛の資料配布を実施した。

Ａ Ａ（４）児童・生徒等の自然科学 ４－１ ティーチャーズセ 定性的に記載（ティーチャーズセンターにおける相談件数及び

への興味・関心を高めるため， 学校教員に対し，理科教育にお ンターにおける相 前年度実績を併記）

〈評価の観点例〉貸出用教材実習セットの新たな ける科学博物館の効果的な活用法 談等の状況

・ティーチャーズセンターにおける取組は，どのような改善開発により学校等への貸し出し に関する相談等の機能を充実する

が図られているか件数の増を図るなど，学校との とともに，展示や実験室等を活用

連携を強化すること。 した教育プログラムを開発するこ

とにより，学校との連携を通じ， ○ 年度は新たに「理科・総合的な学習の時間のためのティ14
児童・生徒に対する効果的な学習 ーチャーズガイド」を作成し，近隣の小中学校等に配布し，

を促進する。 地区理科研究会での広報をするとともに，ティーチャーズセ

ンターでの相談事業に活用し，博物館のより効果的な利用を

図った。

○ ティーチャーズセンターを通して体験的な学習をした団体

団体 人（前年度 団体 人）60 2,499 64 3,098

○ 利用・相談状況は以下のとおり。

年度の利用・相談件数 件（前年度 件）14 587 544
年度の利用団体区分14
幼稚園・保育園 件 （前年度 件）78 70
小学校 件 （ 件）212 186
中学校 件 （ 件）130 150
高等学校 件 （ 件）29 36
養護学校 件 （ 件）74 42
その他（※） 件 （ 件） ※「その他」には公民64 60
計 件 （ 件） 館，児童館，アメリカン587 544

， ，スクール 教育センター

教育プログラムの 定性的に記載（教育プログラムの開発件数及び前年度実績を併 学童クラブ，企業研修，Ａ

， ，開発状況 記） 福祉センター 専門学校

親の会などが含まれる。〈評価の観点例〉

・教育プログラム開発の取組はどのような状況か

「 」理科・総合的な学習の時間のためのディーチャーズガイド

の作成にともない，地元の教員と共同して新しいプログラムを

開発した。

筑波実験植物園では，つくば市立吾妻小学校を協力校に委嘱

し，植物園を活用した学校教育の在り方について実践的な調査

研究を行った。

また，かはくたんけん教室での指導展開を中心に，新プログ

ラムを実施するとともに，既存のプログラム 件のうち， 件43 5
について改善した。教育プログラムの開発に当たっては，学校

教育における教材，教授法等を参考にするとともに，博物館独

自の学習環境に適した教材，教授法を取り入れた。

年度の開発件数 件 （前年度 件）14 11 12
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・ 自然史系のプログラム 件 （ 件）5 6
・ 理工系のプログラム 件 （ 件）6 6

Ａ４－２ 貸出用教材セット 定性的に記載（教育用標本の貸出件数及び前年度実績を併記）

〈評価の観点例〉貸出用教材実習セットを毎年新 の貸出状況

・教育用標本の貸出状況はどうか規開発し，これらを学校や博物館

・教育用貸出標本セットの新たな開発は行われているか等社会教育施設に積極的に貸し出

すことにより，日頃実物標本に接

する機会の少ない児童・生徒等に 学校や公民館等の社会教育施設などに対し，化石，貝，岩石

14対する教育活動を支援する。 鉱物，隕石などの標本セットを無料で貸出しを行っており，

年度の貸出件数は前年度に比べて ％増加した。17
・ 貸出件数 件（前年度 件）55 47

また，新たに，小型植物食恐竜オスニエリアの全身レプリカ

を収めた「化石（恐竜・全身レプリカ・組立済 」と，代表的）

「 （ ）」な示準化石等をコンパクトにまとめた 化石 区分なし・小型

を製作した （前年度の新規開発２件）。

Ａ４－３ サイエンスボラン 定性的に記載（サイエンスボランティア情報提供のアクセス件

教育関連機関及び企業の研究者 ティアの情報提供 数及び前年度実績を併記）

〈評価の観点例〉等で，自然科学や科学技術の実験 の状況

・サイエンスボランティア情報提供の利用件数（アクセス件や講演を希望する方々をサイエン

数）はどのような状況かスボランティアとして登録し，登

録者の情報を，学校，博物館，公

民館等にインターネットにより提 自然科学や科学技術の楽しさ，面白さ，すばらしさを実験や

供する。 講演を通して人々に伝えていくことを希望する教育関連機関及

び企業の研究者等を「サイエンスボランティア」としてデータ

ベースに登録し，その情報を引き続きインターネットで提供し

た。

・ 年度末の登録者数 名 （前年度 名）14 482 498
・ 年度中のデータベース・アクセス数 件14 1,606

（前年度 件）1,803

Ａ Ａ（５）入館者に対する展示等の ５－１ 教育ボランティア 定性的に記載（ボランティアの登録者数，１日当たり平均活動

案内，相談，児童・生徒などへ 展示室におけるガイドツアー， の活動状況 者数及びこれらの前年度実績を併記）

〈評価の観点例〉の指導助言，教育普及活動にお フロアガイドの導入等，教育ボラ

・ボランティアの活動はどのような状況かける援助等を行う教育ボランテ ンティアの活動の場を拡大するこ

ィアの活動の充実を図ることに とにより，入館者へのサービスの

より，入館者へのサービスの向 充実に努める。 筑波実験植物園でも新たにボランティアを導入し 「植物園 ★（参考）教育ボランテ，

上に努めること。 ボランティア」として活動の定着を図った。上野地区では引き ィア制度は，昭和 年61
続き，活動の充実を図るとともに，特にボランティアの特技・ に導入した制度で，様々

専門性を引き出すことと，完全学校週５日制に対応した活動を な知識・技術・体験等を

行うことに重点を置いた。 持つ者に博物館と入館者

との橋渡し的な役割を担
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（筑波実験植物園） ってもらい，博物館の活

植物園ボランティアが 月から活動を開始し，入園者に対す 性化を図るとともに，ボ10
る植物園案内，観察会・講座の補助，企画展期間中の案内，園 ランティア活動を通して

内整備の補助などを行った。 学習を深め，生涯学習の

場を提供するものであ

・ 植物園ボランティアの登録者数 名 る。科博の教育ボランテ23
・ １日当たり平均活動者数 名 ィアの活動は，日本にお3

ける博物館ボランティア

（上野本館） として際だって活発な活

教育ボランティア土曜特別企画として，ボランティアの特技 動を展開している。さら

・専門等を調査するとともに，企画の提案を奨励し，それらを に，近年はボランティア

吟味・調整して，毎週土曜日に観察，工作，実験等の教育活動 の専門性，創造性を活か

を実施した。 す活動を試み，博物館ボ

また，サッカーＷ杯期間中を中心に外国語による案内を強化 ランティアのモデル的，

するため，ボランティアの外国語スキルについて調査し，活動 先導的役割を果たしてい

配置に反映させた。 る。

・ 教育ボランティアの登録者数 名（前年度 名）224 227
・ １日当たり平均活動者数 名（前年度 名）34.5 33.7

Ａ５－２ 研修の実施回数 ２回以上 １回 ０回 ３回実施（上野）

教育ボランティアの資質向上を （前年度５回）

図るための研修を 実施す毎年２回

る。

Ａ研修の実施状況 定性的に記載（研修の参加者数及び前年度実績を併記）

〈評価の観点例〉

・ボランティア研修の取組はどのような状況か

上野地区では，次の研修を実施した。

( ）教育ボランティア研修 回（前年度 回）1 2 2
教育ボランティアとしての資質の向上を目的として， 回1
( 日間)を 回実施した。6 2

( )教育ボランティア志望者研修 １回（前年度１回）2
教育ボランティアの登録前に基礎的な研修を実施し，受講

した者を登録した。

★ 年度は特別展等で13
筑波実験植物園では，上野本館のボランティア研修への参加 の活動の機会が２回あっ

（３日間）と４～９月の植物園諸講座の受講（延べ 日間）を たため，例年の研修に加24
もって 植物園ボランティアのための事前研修にあてた また えて活動者向けの研修を， 。 ，

職員との合同研修会を１回，懇談会を２回，開催した。 ２回実施した。

Ａ Ａ５ 研修事業の充実 ５ 研修事業の充実 研修事業の実施状 定性的に記載

〈評価の観点例〉（１）博物館職員等，科学活動 １－１ 況

・研修事業の取組はどのような状況か指導者の資質向上を図るための 博物館職員，学校教員，青少年

研修を実施すること。実施にあ 教育施設等の指導者を対象とした
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たっては，適宜研修内容を見直 現職研修として「ミュージアム・ ○ 自然科学系博物館に勤務する中堅学芸員を対象として，学

すとともに，内容の充実に努め マネージメント研修 「学芸員専 芸員専門研修アドバンスト・コースを実施した。研修では動」

ること。 門研修アドバンスト・コース ， 物・地学・人類の コースを開設し，資料の収集・保存，調」 3
また，衛星通信等多様なメデ 「理科担当教員研修」等を実施す 査研究等に関する高度な研修を実施し，受講者の資質の向上

ィアを活用すること。 る。 に寄与した。受講者は 名（前年度 名 。26 24 ）

○ 主に博物館の管理部門職員を対象に，博物館の現状を理解

する上で必要な広範な内容に関する講義と研究協議によるミ

ュージアム・マネージメント研修を実施して，博物館経営に

関する知識の向上と博物館相互の連携に寄与した。受講者は

名（前年度 名 。68 63 ）

○ 小・中・高等学校の理科担当教員等を対象として，理科担

当教員研修を実施した。研修では動物，地学，人類の 講座4
を開講し，講義・実習を行い，教員の自然科学に関する知識

・技能の向上に寄与した。受講者は 名（前年度 名 。69 70 ）

○ 教員，学芸員等の科学教育指導者を対象として，実習を中

心とした科学教育指導者研修を実施した。身近な素材による

科学工作や教育用標本の利用講座などの実践的な つの講座5
を開講し，受講者の資質の向上に寄与した。受講者は 名116
（前年度 名 。139 ）

Ａ１－２ 博物館実習生の受 人 人 人 大学 人240 220 220 58 248
学芸員資格取得を目指す学芸員 入数 以上 ～ 人 未満 （前年度 大学 人）240 49 237

実習生の受入指導を行う。科学博 未満

物館の人的資源，施設等を最大限

に生かし，各大学の要請を踏まえ

Ａ毎年２４０名を受け入れる。 博物館実習生の受 定性的に記載

〈評価の観点例〉入状況

・博物館実習生の受入はどのような状況か

博物館実習生の受入を行っている博物館自体が少ない上に，

受入時期が夏休みに限定されている場合が多い中で，科博は年

間を通して多くの実習生を受け入れてきた。受入可能な人数は

名程度であるが，実習時期の調整を行うなどして，原則的240
， 。に希望のあった学生については全員を受け入れ 指導を行った

Ａ１－３ 衛星通信等の活用 定性的に記載（提供した研修プログラム数及び前年度実績を併

衛星通信等を活用するなど参加 状況 記）

〈評価の観点例〉・利用しやすい研修プログラムを

・衛星通信等の活用はどのような状況か提供する。

エル・ネットを活用して，特別企画展「光を楽しむ」におけ

「 」る平山郁夫東京芸術大学学長による記念講演 日本の芸術と光

のほか，科学史学校，ミュージアム・マネージメント研修，学
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芸員専門研修アドバンスト・コースなど，科博主催による教育

プログラム提供を 番組（再放送分を含む）実施した （前年42 。

度は 番組）31

Ａ１－４ 出前研修講座の実 ２回以上 １回 ０回 ２回実施

地域における理科教員等科学指 施回数 （前年度 ２回）

導者の資質向上を図るため，各地

毎年の科学系博物館等と連携し，

の出前研修講座を実施する。２回

Ａ出前研修講座の実 定性的に記載

〈評価の観点例〉施状況

・出前研修講座の実施はどのような状況か

科博は 年度から公立の自然科学系博物館等と連携して 地域5 ,
の科学教育指導者に標本製作や博物館の教育活用法等を指導す

る「博物館連携促進事業」を実施してきた。 年度は郡山市ふ14
れあい科学館と茨城県自然博物館を連携先として事業を実施し

た。

実施期間と参加者数は以下の通りである。

・郡山市ふれあい科学館

年 月 日～ 日（参加者数 人）14 8 1 2 57
・茨城県自然博物館

年 月 日～ 日（参加者数 人）14 8 6 7 63

６ 科学系博物館のナショナル ６ 科学系博物館のナショナルセ シンポジウムや共 ＜前出の「共同研究等の状況」として評価＞

センター機能の充実 ンター機能の充実 同研究の実施状況 ＜全体評価の「ナショナルセンター機能」として評価＞

（１）シンポジウムや共同研究 １－１

「 」 ，を積極的に行い，国内外におけ シンポジウムや共同研究を積極 ○ アジア及び環太平洋地域における自然史系博物館との研究協力 は

る自然史研究者・学会との連携 的に行い，国内外における自然史 ９年度から積極的に進めており， 年度は韓国，台湾に４人の研究者14
を深め我が国の自然史研究を強 研究者との交流を図るなど連携を を派遣し，調査研究を行った。また，派遣した２カ国及びフィリピン，

化すること。 深め，自然史系博物館等，研究機 インドネシアから研究者を招聘し，共同研究を行うとともに，自然史研

関のネットワークを通じて我が国 究の現状や自然史標本資料の管理・保管・利用に関するワークショップ

の自然史研究を強化する。 など研究交流を実施した。

１－２ 関連学会への協力 ＜前出の「共同研究等の状況」として評価＞

自然史関連学会と協力し，自然 の状況 ○ 科博研究者が，学術団体・学会の役員や委員として活動したほか，各

史研究の発展・充実に寄与する。 種の自然史関連学会と共催・協力し，科博を会場として「日本分類学連

合 「自然史学会連合 「国際食虫植物会議」などを行い，国内外の」， 」，

研究者の研究交流を図った。また 「国際人類学民族学会議」の一環と，

，「 」 ， 。して 科学博物館の夕べ を開催し 外国人研究者との交流を図った

Ａ（２）大学院学生，特別研究員 ２－１ 後継者養成の取組 定性的に記載（受入学生数及び前年度実績を併記）

〈評価の観点例〉等の受入の増を図ることによ 連携大学院制度による学生の受 状況

・後継者養成の取組はどのような状況かり，自然史研究者等の若手研究 け入れ拡充を図るとともに，特別

者の人材育成，後継者育成を進 研究生・日本学術振興会特別研究

めていくこと。 員 技術研修生の受入促進を図る 分類学など自然史科学を担う次世代の研究者を専門に教育で， 。
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また，連携大学院以外の自然史系 きる大学が少なくなり，専門研究者の後継者養成が強く求めら

の学部・研究科を持つ大学と協力 れている。このため，東京大学，茨城大学との連携大学院によ

し，後継者養成の推進を図る。 る院生を受入れているが，分野に片寄りがあるため，日本学術

振興会特別研究員や，独自の特別研究生制度を設け，科博の人

的・物的資源を最大限に活用して，可能な限り受入れている。

受入れた者に対しては，次世代の自然史科学を担う研究者の育

成を図るため，専門的見地から研究指導・論文指導に当たって

いる。就職先の確保や，研究室のスペース不足など課題も多い

が，後継者養成のための努力を継続する予定である。

○ 連携大学院

3・ 東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻の修士課程

名，博士課程 名，計 名を受入れた （前年度 名）9 12 13。

・ 新たに茨城大学大学院農学研究科との連携を開始し，修

士課程 名を受入れた。3

○ 日本学術振興会特別研究員

名を受入れた （前年度 名）6 7。

○ 特別研究生

名を受入れた （前年度 名）14 9。

Ａ（３）資料の収集・保管・展示 ３－１ 全国の科学系博物 定性的に記載（標本の貸出件数及び前年度実績を併記）

〈評価の観点例〉及び教育普及事業等の博物館活 他の科学系博物館に対して専門 館との協力状況

・他の博物館に対する支援は図られているか動に関し，他の科学系博物館へ 的な助言や標本の貸出しなどによ

の支援を行うとともに，科学系 る援助を行うとともに，科学系博

博物館におけるネットワーク活 物館ネットワークの中核的な役割 自然科学研究に関することだけでなく博物館の管理運営や展

動を推進することにより，全国 を担い 巡回展の実施などを通じ 示、教育普及活動に関する各種の問い合わせや相談に対応して， ，

の科学系博物館の活性化に寄与 全国の科学系博物館の活性化に貢 いるほか、所蔵する標本については可能な限り貸出しを行って

すること。 献する。 いる。また、各館が設置している各種委員会（博物館協議会、

評議員会、資料審査委員会、展示検討委員会等）に対して、本

務に支障のない範囲で職員を派遣している。

○ 標本の貸出し：岩手県立博物館にモシリュウ上腕骨を貸し

出すなど 件 点（前年度 件 点）の貸出しを行っ36 393 19 104
た。

・全国科学博物館協議会の理事長館としてどのような役割を

果たしたか

全国科学博物館協議会の理事長館として，加盟館の博物館活

動が充実するよう，以下の共催事業を実施し，全国の科学系博

物館の活性化に貢献した。なお，総会や研究発表大会をはじめ

， ，各事業の企画・運営については 科博の職員が全面的に参画し

教育効果を高め，加盟館より高い評価を得た。

・巡回展
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「数学と遊ぼう ： 年度に開催を希望した博物館等は，」 14
館であったが，実施時期等の調整を行い，姫路科学館な8

ど 館（前年度 館）で開催した。5 10
「すばる望遠鏡 ： 年度に開催を希望した博物館等は，」 14
館であったが，実施時期等の調整を行い，鳥取県立博物5

館など 館（前年度 館）で開催した。4 8
「 」 ，スポーツの科学 ： 年度に開催を希望した博物館等は14
館であったが，実施時期等の調整を行い，さいたま市青11

少年宇宙科学館など 館（前年度 館）で開催した。9 5

・博物館職員の資質向上を目指した研修活動

「学芸員専門研修アドバンスト・コース （再掲）」

参加館園等 ，参加者 人24 26
「ミュージアム・マネージメント研修 （再掲）」

参加館園等 ，参加者 人68 68
「海外科学系博物館視察研修」

参加館園等 ，参加人数 人12 19

Ａ（４）新たな学問分野としての ４－１ 産業技術史資料に 定性的に記載 産業技術史資料の調査・登録件数 新規・累積（ （ ）

産業技術史学の確立を視野に入 産業技術の歴史を示す実物資料 関するナショナル を併記）

〈評価の観点例〉れ，産業技術史資料のナショナ の調査を継続して行うとともに， センターに向けた

・産業技術史資料に関するナショナルセンターへの取組はどルセンターとして，同資料の登 その歩みを研究し，その成果を将 取組状況

のような状況か録システムを確立すること。 来に伝える産業技術史資料に関す

るナショナルセンターとしての機

能の充実を図る。 年 月に「産業技術史資料情報センター」を設置した。14 6
同センターでは， 年度より実施してきた「産業技術史資料9
の評価・保存・公開等に関する調査研究」の成果を基盤とし

て，我が国の産業技術の歴史に関する資料の収集，評価，保

存，公開，及び重要資料の登録，公開並びにこれらに係る情

報の提供を行った。また，産業技術の歴史についての情報拠

点として，全国の産業系博物館のネットワークを形成するた

めの取組を行った。

Ａ（５）海外の博物館との協力協 ５－１ 自然史研究等の国 定性的に記載

〈評価の観点例〉定の締結等に積極的に取り組む 国際深海掘削計画におけるアジ 際交流・国際協力

・アジア太平洋地域の中核的センターとしての機能を果たすなど，自然史研究等の国際交流 アを代表する微古生物標本資料セ の充実・強化に向

取組はどのような状況か・国際協力の充実強化を図るこ ンターとして，アジア太平洋地域 けた活動状況

と。 における博物館等との国際交流・

特に，アジア及び環太平洋地 協力の充実・強化に努める。 ○ 国際的な博物館関係の会議等の活動では，特に次の会議等

， ， ， 。域における中核的拠点として， ５－２ において 意見交換 情報交換 協議等幅広い活動を行った

自然史博物館等への研究協力を 諸外国の博物館等の求めに応じ ・ 国際博物館会議( ： ）ICOM International Council of Museums
実施して，この地域における自 たインターンシップの受入などの の日本委員会委員長に館長が就任し，国内活動の取りまと

然史系博物館活動の発展のうえ 国際交流を促進し，相互の運営， め（国際博物館の日など）を通じて， への協力活動ICOM
で先導的な役割を果たすこと。 研究活動，展示，教育普及活動等 を実施した。

ASTCの発展・充実に資する。 ・ アメリカを中心とした科学系博物館ネットワーク（

５－３ ： ）の年次総会に職Association of Science-Technology Centers
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アジア及び環太平洋地域の自然 員を派遣した。

ASPAC Asia Pacific史系博物館等との研究者交流を通 ・ アジア太平洋地域科学館協会（ ：

じ，標本収集のための協力体制を ）の会合に職員をNetwork of Science and Technology Centres
発展させ，当該国の標本保管・管 派遣した。

理システムの確立を援助するとと

・研究活動，展示，教育普及活動等における国際交流はどのもに，これらの協力活動を通じて

ような状況かアジア及び環太平洋地域における

中核的拠点として，この地域にお

ける自然史系博物館活動の発展 ○ 研究活動における国際交流

に，先導的な役割を果たす。 ・ 国際深海掘削計画で採取された微化石標本の国際的共同

利用センターとして機能を果たした。同センターは科博を

含め世界 カ所の博物館，大学，民間研究機関に設置され16
ている。 年度は，当館では，深海底ボーリングコアから14
珪藻化石プレパラート 点（ 枚）を作成して国外セ264 4,224
ンターに配布するとともに，国外センターから送られてき

た 点の有孔虫，石灰質ナノプランクトン，放散虫の各894
19,627化石標本を受け入れた また 科博所蔵の標本 合計。 ， （

点）を利用するために来館した研究者の研究活動を支援し

た。

・ アパトサウルスに関するケンブリッジ大学及び大英自然

史博物館との共同研究やインドネシア地質研究開発センタ

ーとの共同研究などを実施した。

・ 従来から「アジア及び環太平洋地域における自然史系博

物館との研究協力」を積極的に進めており， 年度は，韓14
国，台湾に 人の研究者を派遣し，調査研究を行った。ま4
た，派遣した カ国及びフィリピン，インドネシアから研2
究者を招聘し，共同研究を行うとともに，自然史研究の現

状や自然史標本資料の管理や保管，利用に関するワークシ

ョップを開催した。

○ 海外の博物館等からの視察等

。海外の博物館等から 人の視察・表敬訪問等を受入れた206
（前年度 人）69

Ａ（６）全国の博物館等社会教育 ５－４ 全国博物館ボラン 定性的に記載

〈評価の観点例〉施設におけるボランティア活動 全国の博物館等社会教育施設に ティア研究協議会

・全国博物館ボランティア研究協議会の取組状況はどうかの支援を図ること。 おけるボランティア活動を支援す の実施状況

るため，全国博物館ボランティア

研究協議会を隔年で実施する。 ○ 年度に開催した第 回全国博物館ボランティア研究協議13 4
会の記録をとりまとめ，報告書「第 回全国博物館ボランテ4
ィア研究協議会概要」を発行するとともに，第 回全国博物5
館ボランティア研究協議会の開催（ 年度）に向けて，情報15
収集等の準備を行った。



- 31 -

※１：評価基準の設定に当たっては，おおよそ
Ａ：中期計画を十分に履行し，中期目標に向かって着実に成果を上げている Ｂ：中期計画をほぼ履行し，中期目標に向かって概ね成果を上げている
Ｃ：中期計画を十分には履行しておらず，中期目標達成のためには業務の改善が必要 を目安として設定する。

※２：複数の指標を設定した場合には，複数の評定をまとめる必要がある。
※３：必要に応じて，目標設定の妥当性についても総評を行う。

＜留意事項等記載事項例＞
・ 指標又は評価項目」に該当しないが優れた成果が得られたもの，力を入れたもの「
・実績が好ましくない場合の理由
・改善すべき事項
・海外の状況について参考となるものがある場合には付記
・前年度との対比等に関する情報を★印で付記


